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医系専門予備校メディカルラボの授業は

全てプロ講師による１対１指導
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年間を通じて担任が学習面・生活面をフォロー

寄り添いながら医学部合格までサポート
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2024年度 医学部医学科 合格実績（2024年4月27日時点判明分）

●国立大学 １７０
旭川医科２／北海道３／弘前４／東北１／秋田４／山形３／筑波６／群馬５／千葉６／東京１／東京医科
歯科５／新潟５／富山５／金沢２／福井５／山梨２／信州１／岐阜６／浜松医科１５／名古屋３／三重５
／滋賀医科３／神戸３／鳥取３／島根２／岡山５／広島９／山口７／徳島７／香川３／愛媛８／高知５／
九州４／佐賀１／長崎４／熊本３／大分３／宮崎５／鹿児島４／琉球２

●公立大学 ４０
札幌医科１／福島県立医科３／横浜市立９／名古屋市立１２／京都府立医科４／大阪公立５／奈良県立医
科３／和歌山県立医科３

●省庁大学 １３
防衛医科１３

●私立大学 １００３
岩手医科４２／東北医科薬科１９／自治医科２／獨協医科３８／埼玉医科１３／国際医療福祉５５／杏林
３７／慶應義塾５／順天堂２７／昭和２１／帝京４1／東京医科３７／東京慈恵会医科１２／東京女子医
科２７／東邦４２／日本２６／日本医科２８／北里５６／聖マリアンナ医科３３／東海４１／金沢医科４
１／愛知医科６７／藤田医科６２／大阪医科薬科２８／関西医科３０／近畿３６／兵庫医科４１／川崎医
科３１／久留米１８／産業医科９／福岡３８
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１．2024年度入試結果

２．私立医学部入試の現状

３．私立医学部入試分析と対策
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河合塾全統記述模試偏差値による合否度数分布
大学名

募集区分

定員

合否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否

77.5～

75.0～ 1 2

72.5～ 2 2 2 1 1 2 3

70.0～ 4 3 1 2 2 1 1 4 11 1 1 1 1

67.5～ 5 2 10 5 4 9 3 3 22 13 5 3 2

65.0～ 17 6 16 15 11 31 11 12 30 65 17 5 3 7

62.5～ 37 21 18 29 10 27 12 19 48 69 21 21 3 16

60.0～ 24 36 17 50 8 32 5 15 21 121 26 41 15 37

57.5～ 15 84 9 46 4 35 2 19 15 100 18 63 15 57

55.0～ 6 86 4 45 2 27 16 7 89 10 66 13 69

52.5～ 5 102 1 52 27 12 74 1 75 4 88

50.0～ 65 41 16 11 60 1 70 65

50.0未満 2 224 87 27 15 120 4 158 3 244

平均偏差値 62.2 52.5 63.3 55.1 64.6 58.3 64.3 58.0 64.1 57.1 61.3 53.0 59.2 51.7

80

岩手医科

医一般

73

東北医科薬科

医一般枠 医Ａ方式東北 医Ｂ方式東北

40 35 20

自治医科

医

123

獨協医科

医

62

埼玉医科

医
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河合塾全統記述模試偏差値による合否度数分布
大学名

募集区分

定員

合否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否

77.5～ 2 2 1 2

75.0～ 6 3 1 14 2 1 4 5

72.5～ 12 7 2 21 24 1 14 9 9

70.0～ 36 11 3 1 19 51 5 12 30 25 1 1

67.5～ 70 42 9 7 6 56 4 23 29 79 3 6

65.0～ 64 106 26 21 1 53 1 20 21 114 1 12

62.5～ 38 148 34 41 1 45 1 14 7 125 1 11

60.0～ 12 162 22 62 1 29 6 7 121 6

57.5～ 2 132 13 95 1 18 8 69 6

55.0～ 102 7 84 9 7 65 3

52.5～ 87 1 82 1 6 3 1 37 2

50.0～ 60 1 84 5 2 33

50.0未満 2 96 3 183 17 2 46 1

平均偏差値 67.5 59.0 62.8 54.0 72.3 65.0 70.9 66.1 68.8 61.3 68.1 63.0

国際医療福祉

医

105

杏林

医

89

慶應義塾

医

66

順天堂

医－テ併用

12

医Ａ方式

64

医Ｂ方式

5
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河合塾全統記述模試偏差値による合否度数分布
大学名

募集区分

定員

合否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否

77.5～ 2

75.0～ 2 1 2 2 1 1 1

72.5～ 1 3 1 1 1 4 8 8 1 2 3

70.0～ 12 3 1 1 3 3 5 3 25 26 5 2

67.5～ 23 27 8 13 10 11 19 28 38 1 17 18

65.0～ 34 41 2 14 27 36 24 46 19 69 2 45 50

62.5～ 17 74 1 31 22 68 25 83 5 79 3 3 25 88

60.0～ 12 93 2 44 13 102 5 98 3 63 5 13 14 105

57.5～ 6 65 1 36 4 125 5 95 1 44 12 15 5 110

55.0～ 2 81 2 26 113 1 80 31 11 21 3 107

52.5～ 49 22 125 58 1 24 4 32 1 73

50.0～ 51 16 92 54 18 33 2 53

50.0未満 1 64 22 2 241 93 27 108 101

平均偏差値 65.7 58.0 63.7 58.3 64.4 54.6 65.6 57.3 69.0 61.5 58.5 50.5 65.0 57.3

東京医科

医

74

東京慈恵会医科

医

105

東京女子医科

医

67

東邦

医

70

帝京

医

86

昭和

医Ⅰ期

83

医Ⅱ期

18
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河合塾全統記述模試偏差値による合否度数分布
大学名

募集区分

定員

合否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否

77.5～

75.0～ 1 1 1 1

72.5～ 2 1 1 1 8 5 2 1 1 4

70.0～ 1 3 4 1 1 27 17 5 3 3 1 1 2

67.5～ 5 1 1 6 37 37 3 8 8 4 9

65.0～ 18 15 7 8 17 80 5 28 19 18 9 18

62.5～ 24 26 6 13 1 8 10 81 3 32 26 33 19 55

60.0～ 10 49 1 15 1 1 72 2 41 24 47 14 87

57.5～ 6 71 34 2 43 1 25 9 76 14 114

55.0～ 2 73 27 1 26 17 5 66 12 114

52.5～ 2 70 1 23 2 2 30 11 69 2 136

50.0～ 51 26 1 23 13 52 119

50.0未満 3 121 1 47 1 32 7 1 138 2 283

平均偏差値 62.5 54.3 60.5 54.8 70.4 63.6 68.6 61.0 66.6 60.5 63.6 54.0 61.0 53.6

医後期

27

聖マリアンナ医

医

85

北里

医

73

医Ｎ１期

90

日本

医Ｎ２期

15

医－テ併前グロ

10

日本医科

医前期

62
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河合塾全統記述模試偏差値による合否度数分布
大学名

募集区分

定員

合否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否

77.5～ 1

75.0～ 3 1 1 2 2

72.5～ 1 1 3 1 1 2 4 2 3 4

70.0～ 1 3 1 2 5 12 4 18 4

67.5～ 7 4 2 4 1 14 11 26 7 20 22

65.0～ 16 20 6 3 1 6 41 14 34 27 24 43

62.5～ 26 32 14 22 4 14 50 47 32 75 25 73

60.0～ 15 67 16 39 1 16 27 75 20 86 10 86

57.5～ 4 80 17 67 1 20 17 109 7 100 3 89

55.0～ 5 93 13 78 35 5 109 2 99 1 75

52.5～ 1 67 5 95 31 1 101 1 82 65

50.0～ 71 1 79 24 80 1 71 43

50.0未満 1 204 2 274 78 170 120 1 72

平均偏差値 63.3 53.7 60.0 51.5 63.0 53.0 63.9 54.6 65.5 55.9 66.4 57.7

大阪医科薬科

医

83

愛知医科

医

65

藤田医科

医

83

金沢医科

医前期

72

医後期

10

東海

医一般

60
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河合塾全統記述模試偏差値による合否度数分布
大学名

募集区分

定員

合否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否

77.5～

75.0～ 2 1 2

72.5～ 3 2 6 6 3 3 2

70.0～ 3 3 15 15 1 2 1 4 3 1

67.5～ 12 19 24 55 11 10 1 2 17 9 1 1 1 3

65.0～ 12 16 26 77 22 32 1 1 30 28 2 4 1

62.5～ 6 23 16 113 29 58 1 8 45 60 5 6 19 10

60.0～ 23 6 106 7 86 25 32 78 14 18 24

57.5～ 24 3 94 1 83 1 20 5 90 2 13 16 34

55.0～ 14 91 64 15 2 90 1 17 6 31

52.5～ 1 5 1 79 72 16 97 12 10 57

50.0～ 7 52 39 8 72 15 5 51

50.0未満 9 102 128 26 138 14 3 177

平均偏差値 67.8 60.9 67.2 58.7 65.3 55.8 65.9 55.2 64.3 55.2 62.4 55.4 59.4 50.7

川崎医科

医

45

兵庫医科

医Ａ 医Ｂ

74 10

近畿

医前Ａ

55

医後期

5

関西医科

医－テ併

13

医

57
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河合塾全統記述模試偏差値による合否度数分布
大学名

募集区分

定員

合否 合 否 合 否 合 否 合 否 合 否

77.5～

75.0～ 1

72.5～ 1 3 2 4 2 3

70.0～ 3 1 1 2 2

67.5～ 9 3 1 7 6 1 6 4 4

65.0～ 20 10 3 10 15 2 8 20 13

62.5～ 22 23 2 8 37 2 27 23 39

60.0～ 19 33 11 3 46 2 29 23 42

57.5～ 8 49 15 1 51 29 12 78

55.0～ 5 49 16 40 22 3 69

52.5～ 5 79 16 22 1 19 113

50.0～ 40 11 20 14 62

50.0未満 3 143 27 2 36 24 254

平均偏差値 62.4 53.0 データなし 54.3 65.3 57.6 63.2 57.6 63.0 52.3

福岡

医系統別

65

医－テA

575 60

久留米

医前期 医後期

産業医科

医B

5
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合格最低点

大学名 区分 英語 数学 理科① 理科② 小論文 面接 その他 合計 合格最低点 得点率 備考

岩手医科 一般枠 100 100 75 75 なし 50 - 400 275 69%

東北医科薬科 一般枠 100 100 100 100 段階評価 段階評価 - 400 非公表 非公表

自治医科 一般 25 25 25 25 なし ○ 25 125 非公表 非公表 2次試験英・数各12.5点

獨協医科 一般枠 100 100 100 100 段階評価 ○ - 400 非公表 非公表

埼玉医科 一般前期 100 100 100 100 段階評価 ○ - 400 229 57% 1次合格最低点

国際医療福祉 一般 200 150 100 100 段階評価 段階評価 - 550 非公表 非公表

杏林 一般 100 100 75 75 ○ ○ - 350 非公表 非公表

慶應義塾 一般 150 150 100 100 ○ ○ - 500 319 64% 1次合格最低点

順天堂 一般Ａ方式 200 100 100 100 ○ ○ - 500 338 68% 1次合格最低点

昭和 一般Ⅰ期 100 100 100 100 20 100 - 520 240 60% 1次合格最低点（400点中）

帝京 一般 100 100 100 - ○ ○ - 300 217 72% 英語＋数・理・国から2科目の300点

東京医科 一般 100 100 100 100 60 40 - 500 336 67%

東京慈恵会医科 一般 100 100 100 100 25 30 25 480 - 49% 正規合格最低点

東京女子医科 一般 100 100 100 100 ○ ○ ○ 400 211 53% 適性試験／入学者最低点

東邦 一般枠 150 100 75 75 なし ○ ○ 400 284 71% 基礎学力試験／正規合格最低点

日本 N方式第1期 100 100 100 100 なし 30 120 550 347.06 63% 2次試験英・数各60点

日本医科 一般前期 300 300 200 200 ○ ○ - 1000 非公表 非公表

北里 一般 150 150 100 100 ○ ○ - 500 312 62% 正規合格最低点

聖マリアンナ医科 一般前期 100 100 100 100 50 50 ○ 500 非公表 非公表 適性検査

東海 一般 100 100 100 - ○ ○ - 300 非公表 非公表 理科1科目

金沢医科 一般前期 100 100 75 75 60 110 - 520 208 59%
面接110点には調査書等の評価を含む

1次合格最低点（350点中）

※備考に記載のない場合は、繰上合格者も含む総合格者の合格最低点

１．2024年度入試結果
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合格最低点

大学名 区分 英語 数学 理科① 理科② 小論文 面接 その他 合計 合格最低点 得点率 備考

愛知医科 一般 150 150 100 100 段階評価 段階評価 - 500 288 58%

藤田医科 一般前期 200 200 100 100 なし 40 - 640 334 56% 1次合格最低点（600点中）

大阪医科薬科 一般前期 100 100 100 100 段階評価 段階評価 - 400 260 65% 正規合格最低点

関西医科 一般前期 100 100 100 100 なし 段階評価 - 400 269 67% 正規合格最低点

近畿 一般前期 100 100 100 100 段階評価 段階評価 - 400 250 63%

兵庫医科 一般Ａ 150 150 100 100 50 100 - 650 397 61% 正規合格最低点

川崎医科 一般 100 100 75 75 段階評価 100 - 450 223.5 64% 1次合格最低点（350点中）

久留米 一般前期 100 100 100 100 50 50 - 500 323 65% 正規合格最低点

産業医科 一般A 200 200 100 100 50 ○ 300 950 653 69% 共通テスト300点

福岡 一般 100 100 100 100 ○ 50 - 450 269 67% 1次合格最低点（400点中）

※備考に記載のない場合は、繰上合格者も含む総合格者の合格最低点

１．2024年度入試結果
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2025年度 私立大学医学部 一般選抜入試スケジュール
月 火 水 木 金 土 日

1/13 1/14 1/15 1/16 1/17 1/18 1/19

共通テスト① 共通テスト②

1/20 1/21 1/22 1/23 1/24 1/25 1/26

共通テスト

自己採点
愛知医科

岩手医科

国際医療福祉

杏林

帝京①
帝京②

東北医科薬科

帝京③

関西医科（前）

近畿（前）

川崎医科

1/27 1/28 1/29 1/30 1/31 2/1 2/2

自治医科（学）

獨協医科（前①）

自治医科（面）

獨協医科（前②）
兵庫医科 金沢医科（前①）

北里

金沢医科（前②）

東京女子医科

日本（N1）

日本医科（前）

久留米

東海①

福岡

2/3 2/4 2/5 2/6 2/7 2/8 2/9

順天堂

東海②

埼玉医科（前）

東邦

藤田医科（前）

東京医科 聖マリアンナ医科（前） 昭和（Ⅰ）
慶應義塾

産業医科（B）

2/10 2/11 2/12 2/13 2/14 2/15 2/16

大阪医科薬科（前） 東京慈恵会医科
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2025年度 私立大学医学部 一般選抜入試スケジュール
月 火 水 木 金 土 日

2/17 2/18 2/19 2/20 2/21 2/22 2/23

近畿（後） 東邦（統一）

2/24 2/25 2/26 2/27 2/28 3/1 3/2

国公立前期 国公立前期 獨協医科（後） 日本医科（後）

埼玉医科（後）

昭和（Ⅱ）

関西医科（後）

3/3 3/4 3/5 3/6 3/7 3/8 3/9

藤田医科（後）
日本（N2）

金沢医科（後）
聖マリアンナ医科（後） 久留米（後）

3/10 3/11 3/12 3/13 3/14 3/15 3/16

大阪医科薬科（後） 国公立後期 国公立後期

3/17 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23
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2025年度入試 私立大学医学部 難易度予想（一般前期）

偏差値 河合塾ボーダーライン（合格可能性50％）

72.5 慶應義塾大学

70.0 順天堂大学（A/B方式）／東京慈恵会医科大学／日本医科大学／関西医科大学

67.5
自治医科大学／昭和大学（Ⅰ期）／東京医科大学／東邦大学
大阪医科薬科大学／産業医科大学（Ｂ方式）

65.0
東北医科薬科大学／国際医療福祉大学／杏林大学／帝京大学／東海大学
日本大学（Ｎ１期）／藤田医科大学／近畿大学

62.5
岩手医科大学／獨協医科大学／埼玉医科大学／北里大学／聖マリアンナ医科大学
金沢医科大学／愛知医科大学／兵庫医科大学（A/B）／久留米／福岡大学

60.0 東京女子医科大学／川崎医科大学

※河合塾予想ボーダーライン一覧（2024年11月）より抜粋
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2025年度入試 配点（一般前期１次試験）
大学名 区分 英語 数学 理科① 理科② 配点パターン

岩手医科 一般枠 100 100 75 75 英数重視

東北医科薬科 一般枠 100 100 100 100 均等

自治医科 一般 25 25 25 25 均等

獨協医科 一般枠 100 100 100 100 均等

埼玉医科 一般前期 100 100 100 100 均等

国際医療福祉 一般 200 200 100 100 英数重視

杏林 一般 100 100 75 75 英数重視

慶應義塾 一般 150 150 100 100 英数重視

順天堂 一般Ａ方式 200 100 100 100 英語重視

昭和 一般Ⅰ期 100 100 100 100 均等

帝京 一般 100 100 100 - 均等

東京医科 一般 100 100 100 100 均等

東京慈恵会医科 一般 100 100 100 100 均等

東京女子医科 一般 100 100 100 100 均等

東邦 一般枠 150 100 75 75 英数重視

日本 N方式第1期 100 100 100 100 均等
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2025年度入試 配点（一般前期１次試験）
大学名 区分 英語 数学 理科① 理科② 配点パターン

日本医科 一般前期 300 300 200 200 英数重視

北里 一般 150 150 100 100 英数重視

聖マリアンナ医科 一般前期 100 100 100 100 均等

東海 一般 100 100 100 - 均等

金沢医科 一般前期 100 100 75 75 英数重視

愛知医科 一般 150 150 100 100 英数重視

藤田医科 一般前期 200 200 100 100 英数重視

大阪医科薬科 一般前期 100 100 100 100 均等

関西医科 一般前期 150 150 100 100 英数重視

近畿 一般前期 100 100 100 100 均等

兵庫医科 一般Ａ 150 150 100 100 英数重視

川崎医科 一般 100 100 75 75 英数重視

久留米 一般前期 100 100 100 100 均等

産業医科 一般 200 200 100 100 英数重視

福岡 一般 100 100 100 100 均等



２．私立医学部入試の現状

©Medical Lab

後期試験

大学名 出願期間 1次試験 2次試験 募集人員
2024年度

合格者数

獨協医科 1/16-2/14 2月27日 3月10日 15 20

埼玉医科 2/3-2/18 3月1日 3月9日 20 23

昭和 2/3-2/20 3月1日 3月8日 18 23

日本 1/6-2/25 3月4日 3月17日 15 21

日本医科 2/1-2/20 2月28日 3月9日 33 非公表

聖マリアンナ医科 2/17-2/27 3月6日 3月14日 10 非公表

金沢医科 1/14-2/17 3月4日 3月12日 10 13

藤田医科 1/21-2/25 3月3日 3月14日 10 12

大阪医科薬科 12/11-2/28 3月10日 3月18日 15 17

関西医科 2/1-2/15 3月1日 3月11日 5 6

近畿 2/1-2/13 2月22日 3月8日 5 7

久留米 2/6-2/25 3月8日 3月16日 5 5
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共通テスト利用

大学名 区分 募集人員 共テ 2次

東北医科薬科 共テ利用 5 4-6 面

埼玉医科 共テ利用 10 4-6 小、面

国際医療福祉 共テ利用 15 5-7 英、小、面

杏林 共テ利用 15 3-5 小、面

独自併用 12 英、理、理、小、面

共テ利用前期 10 小、面

共テ利用後期 5 英、小、面

共テ利用（3科目方式） 2/3-3

共テ利用（5科目方式） 3/4-5

東京医科 共テ利用 9 5-7 小、面

日本医科 グローバル特別選抜 10 1-1 英、数、理、理、小、面

聖マリアンナ医科 共テ利用 5 4-6 適、小、面

神奈川県・静岡県地域枠 8

共テ利用 10

共テ利用 15 4-6

愛知県地域特別枠 5 4-6

8 英、小、面

小、面

面

小：小論文／面：面接／適：適性検査／書：提出書類／総：総合問題／口：口頭試問

5-7

3-5

順天堂

東海

愛知医科

帝京
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共通テスト利用

大学名 区分 募集人員 共テ 2次

藤田医科 共テ利用 10 5-7 書、面

大阪医科薬科 共テ利用 10 4-6 小、面

共テ利用前期 12 面

併用 13 英、数、理、理、面

共テ利用後期 5 3-5 面

共テ利用前期 5 3-5 小、面

共テ利用中期 3 3-4 小、面

共テ利用後期 2 2/3-3 小、面

Ａ方式 60 英、数、理、理、小、面

Ｃ方式 5 小、面

福岡 共テ利用 10 4-6 書、面

産業医科

5-7

5-7

関西医科

近畿

小：小論文／面：面接／適：適性検査／書：提出書類／総：総合問題／口：口頭試問
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2025年度入試変更点（一般選抜）
大学名 区分 項目 2025年度 2024年度 変更点

東北医科薬科 一般 募集人員 一般枠 40名，修学資金枠 35名 一般枠 40名，修学資金枠 55名 募集人員の変更(総合型選抜の新規実施に伴うもの)

獨協医科 一般(後期) 1次会場 東京会場(五反田TOCビル) 栃木会場(ライトキューブ宇都宮) 1次試験会場の変更

国際医療福祉 一般 1次配点 600点(英語200点，数学200点，理科200点(各100点×2)) 550点(英語200点，数学150点，理科200点(各100点×2)) 1次配点の変更(数学：150点→200点に)

杏林 一般
〔群馬県地域枠〕

選抜方式

新規実施
◆群馬県地域枠〔専願〕
【募集人員】未定
【現浪】制限なし
【居住条件】なし
【出願要件】
・医師国家試験合格後，群馬県が指定する医療機関等に10年
間勤務する意志のある者。

－ 群馬県地域枠の新規実施

慶應義塾 一般
1次日程
2次日程

1次：2025/2/9(日)
2次：2025/3/上旬

1次：2024/2/19(月)
2次：2024/3/1(金)

試験日程の変更(1次試験が2月中旬→2月上旬に)

－ 校名変更 昭和医科大学(Showa Medical University) 昭和大学(Showa University) 校名の変更

一般(Ⅰ期) 1次会場 東京会場(五反田TOCビル)，本学(旗の台キャンパス) 横浜会場，大阪会場，福岡会場 地方試験会場の廃止

選抜方式
3科目方式(高得点3科目の合計で合否を判定)への出願が必
須。追加で5科目方式(高得点5科目の合計で合否を判定)への
出願が可能。5科目方式のみの出願は不可。

3科目方式(高得点3科目の合計で合否を判定) 選抜方式に5科目方式を追加

1次科目
1次配点

「英語Ｒ＋Ｌ」
英語Ｒ：英語Ｌ＝1：1

「英語Ｒのみ」または「英語Ｒ＋Ｌ」
英語Ｒ：英語Ｌ＝4：1

英語(リスニング)の利用方法変更，配点比変更

昭和大学

帝京 共通テスト利用
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2025年度入試変更点（一般選抜）
大学名 区分 項目 2025年度 2024年度 変更点

東京医科

一般
共通テスト利用
学校推薦型

特別

募集人員

一般70名，共通テスト利用9名
学校推薦型：一般公募20名以内，全国ブロック別6名以内，
英語検定試験利用3名以内　※地域枠は申請中
学士選抜：2名以内

一般74名，共通テスト利用10名以内
学校推薦型：一般公募20名以内，全国ブロック別6名以内

募集人員の変更

東京女子医科 一般 2次日程 いずれか1日を受験者が選択 いずれか1日を大学が指定 試験日程の指定方法の変更(大学が指定→受験者が選択)

特別 選抜方式

新規実施
◆統一入試
【募集人員】3名以内
【現浪】制限なし
【出願要件】
・英語資格検定試験でCEFRのB1以上のスコアをもつ者(出願
受付開始日から遡って2年以内に受験した試験結果)
【選抜方法】
1次：筆記試験〔英語，数学(Ⅰ･Ａ･Ⅱ･Ｂ(数列)･Ⅲ･Ｃ(ベク
トル，平面上の曲線と複素数平面))，理科(物理，化学，生
物から2科目)〕
2次：筆記試験〔数学(Ⅰ･Ａ･Ⅱ･Ｂ(数列)･Ⅲ･Ｃ(ベクトル，
平面上の曲線と複素数平面))，理科(物理，化学，生物から2
科目)〕，基礎学力〔論理的思考力・数理解析能力等〕，面
接
【試験日／試験会場】
1次：2/23(日･祝)／ベルサール東京日本橋
2次：3/5(水)／大森キャンパス

－ 特別選抜の新規実施

一般 1次会場 パシフィコ横浜ノース 本学(大森キャンパス)，パシフィコ横浜ノース 1次試験会場の変更(本学会場の廃止)

一般
学校推薦型

〔埼玉県地域枠〕

選抜方式 一般選抜3名，学校推薦型2名 一般選抜5名 一般選抜→一般選抜と学校推薦型選抜へ変更

一般
〔N全学統一方式第1期〕

募集人員 80名 90名 募集人員の変更

日本

東邦
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2025年度入試変更点（一般選抜）
大学名 区分 項目 2025年度 2024年度 変更点

聖マリアンナ医科 共通テスト利用 選抜方式

新規実施
◆大学入学共通テスト利用選抜
【募集人員】約5名
【選抜方法】
1次：大学入学共通テスト
・国語：「国語(近代以降の文章)」110点
・外国語：「英語(リーディング)」100点，「英語(リスニン
グ)」100点
・数学：「数学Ⅰ，数学Ａ」100点，「数学Ⅱ，数学Ｂ，数
学Ｃ」100点
・理科：「物理」「化学」「生物」「地学」から2科目選択
(各100点×2)
※既卒生は「旧数学Ⅰ･数学Ａ」「旧数学Ⅱ･数学Ｂ」の選択
可
2次：適性検査，小論文，面接

－ 大学入学共通テスト利用選抜の新規実施

東海 一般 1次会場 福岡(パピヨン24) 福岡(福岡県中小企業振興センター) 1次試験会場の変更

金沢医科 一般前期 1次会場 名古屋(TKPガーデンシティPREMIUM名古屋駅前) 名古屋(TKPガーデンシティPREMIUM名古屋新幹線口) 1次試験会場の変更

一般
共通テスト利用

募集人員
一般 約70名
共通テスト利用15名

一般 約65名
共通テスト利用(前期)約15名，(後期)約5名

募集人員の変更

共通テスト利用 選抜方式 － 共通テスト利用(後期) 共通テスト利用(後期)の廃止

一般 1次会場 東京(ベルサール高田馬場) 東京(東京流通センター) 1次試験会場の変更

愛知医科
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2025年度入試変更点（一般選抜）
大学名 区分 項目 2025年度 2024年度 変更点

一般前期
共通テスト利用

募集人員
一般(前期)85名(一般枠80名，愛知県地域枠5名)
共通テスト利用10名

一般(前期)83名(一般枠78名，愛知県地域枠5名)
共通テスト利用(前期)10名，(後期)5名

募集人員の変更

試験科目 英語，数学2科目，国語，理科2科目，情報 英語，数学2科目，国語，理科2科目 試験科目の変更(情報の追加)

選抜方式 － 共通テスト利用(後期) 共通テスト利用(後期)の廃止

大阪医科薬科
一般

学校推薦型
〔指定校制〕

募集人員 一般66名，学校推薦型(指定校制推薦入試)4名 一般68名，学校推薦型(指定校制推薦入試)2名 募集人員の変更

学校推薦型
特別
一般

共通テスト利用

募集人員

学校推薦型18名(特別枠10名，一般枠8名)，特色5名
一般(前期)55名，共通テスト(前期)12名，
共通テスト･一般併用13名，
一般(後期)5名，共通テスト(後期)2名

学校推薦型20名(特別枠10名，一般枠10名)，特色7名
一般(前期)53名，共通テスト(前期)12名，
共通テスト･一般併用13名，
一般(後期)＆共通テスト(後期)を合わせて5名

募集人員の変更

1次配点
500点
(英語150点，数学150点，理科200点(各100点))

400点
(英語100点，数学100点，理科200点(各100点))

1次配点の変更
(英語：100点→150点に，数学：100点→150点に)

地域枠 一般(前期)〔専願〕で実施 学校推薦型で実施 地域枠の実施区分の変更(学校推薦型→一般(前期)に)

一般前期
共通テスト･一般併用

1次会場 東京(ベルサール汐留) 東京(ベルサール新宿グランドコンファレンスセンター) 1次試験会場の変更

藤田医科

共通テスト利用

関西医科

一般前期
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2025年度入試変更点（一般選抜）
大学名 区分 項目 2025年度 2024年度 変更点

－ その他
新キャンパス(大阪府堺市／泉北高速鉄道泉ヶ丘駅前)
※2025年11月予定

大阪狭山キャンパス(大阪府大阪狭山市) キャンパスの移転

地域枠
選抜方式
募集人員

大阪府地域枠2名，和歌山県地域枠1名，静岡県地域枠10名
大阪府地域枠3名，奈良県地域枠2名，和歌山県地域枠2名，
静岡県地域枠10名

奈良県地域枠の廃止
大阪府地域枠および和歌山県地域枠の募集人員変更(各1名減)

一般前期 1次会場
東京(TKP市ヶ谷カンファレンスセンター)，名古屋(名古屋コ
ンベンションセンター)，広島(広島県JAビル)

東京(大手町プレイスカンファレンスセンター)，名古屋(TKP
名古屋駅前カンファレンスセンター)，広島(TKP広島本通駅
前カンファレンスセンター)

1次試験会場の変更

一般後期 1次会場 東京(TKP東京駅大手町カンファレンスセンター) 東京(TKPガーデンシティPREMIUM田町) 1次試験会場の変更

一般Ａ 募集人員 一般選抜Ａ 約68名(一般枠 約65名，兵庫県推薦入学制度枠3名) 一般選抜Ａ 約70名(一般枠 約67名，兵庫県推薦入学制度枠3名) 募集人員の変更

一般Ｂ 1次配点 200点(数学100点，理科(1科目)100点) 250点(数学150点，理科(1科目)100点) 1次配点の変更(数学：150点→100点に)

1次会場 神戸会場(神戸国際展示場) 大阪会場(ATCホール) 1次試験会場の変更

2次配点 面接･調査書80点
一般Ａ：面接･調査書100点
一般Ｂ：面接40点，調査書40点

1次配点の変更(面接と調査書の合計で80点に)

川崎医科 地域枠
〔長崎県地域枠〕

募集人員 4名 6名 募集人員の変更

福岡
一般(系統別日程)

共通テスト利用(Ⅰ期)
募集人員 一般(系統別日程)60名，共通テスト利用(Ⅰ期)10名 一般(系統別日程)65名，共通テスト利用(Ⅰ期)5名 募集人員の変更

近畿

兵庫医科

一般Ａ
一般Ｂ
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出題傾向分類【英語】

問題の難度：難

自治医科　国際医療福祉　慶應義塾　順天堂　東京慈恵会医科　日本医科

大学の偏差値に比して，問題が難しい

岩手医科　国際医療福祉　金沢医科　愛知医科　近畿

大学の偏差値に比して，問題が易しい

東北医科薬科　東京医科　日本　大阪医科薬科　関西医科

【１】問題の難度によるグループ分け

問題の難度：易

埼玉医科　日本　川崎医科　福岡

問題の難度：標準

東北医科薬科　岩手医科　東京医科　聖マリアンナ医科　東海

慶應義塾　日本医科　聖マリアンナ医科　藤田医科　大阪医科薬科　関西医科　兵庫
医科　産業医科

文法語法の出題比率が高い

東北医科薬科　杏林　日本　愛知医科　川崎医科　福岡

文法語法の出題比率が低い

自治医科　順天堂　東京慈恵会医科　金沢医科　関西医科　産業医科

医療系長文の出題比率が高い

【２】問題形式・出題分野によるグループ分け

解答時間に対して問題量が多い

岩手医科　獨協医科　自治医科　国際医療福祉　慶應義塾　順天堂　東邦　北里　金
沢医科

解答時間に対して問題量が少ない

杏林　兵庫医科　川崎医科　福岡

記述量が多い

東北医科薬科　岩手医科　国際医療福祉　東京慈恵会医科　兵庫医科

英作文が出題される

慶應義塾　順天堂　東京慈恵会医科　東京女子医科　日本医科　東海　藤田医科　大
阪医科薬科　関西医科　兵庫医科　久留米　産業医科

※一般選抜前期日程の出題傾向
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出題傾向分類【数学】

埼玉医科　帝京　東京医科　東邦　日本　金沢医科

問題の難度：難

慶應義塾　順天堂　東京慈恵会医科　日本医科　大阪医科薬科　関西医科

大学の偏差値に比して，問題が難しい

岩手医科　杏林　東京女子医科　近畿　川崎医科

大学の偏差値に比して，問題が易しい

【１】問題の難度によるグループ分け

問題の難度：易

自治医科　昭和　東京医科　東邦

「場合の数・確率」を出題する

岩手医科　東北医科薬科　自治医科　獨協医科　埼玉医科　国際医療福祉　順天堂
昭和　東京医科　東京慈恵会医科　東邦　日本　東海　金沢医科　愛知医科　藤田医
科　兵庫医科　川崎医科　久留米　産業医科　福岡

「データの分析」を出題する

聖マリアンナ医科　東海　愛知医科　関西医科　兵庫医科　福岡

『整数問題』を出題する

岩手医科　自治医科　埼玉医科　東京医科　東京慈恵会医科　東邦　北里　聖マリア
ンナ医科　東海　愛知医科　藤田医科　関西医科　久留米　産業医科　福岡

【２】問題形式・出題分野によるグループ分け

解答時間に対して問題量が多い

自治医科　埼玉医科　国際医療福祉　杏林　慶應義塾　順天堂　東京医科　東京慈恵
医科　日本　日本医科　関西医科　久留米　産業医科

解答時間に対して問題量が少ない

福岡

数学Ⅲ(新課程)が半分以上を占める

獨協医科　杏林　慶應義塾　順天堂　日本医科　愛知医科　大阪医科薬科　関西医科
兵庫医科

証明問題を出題する

順天堂　東京慈恵会医科　北里

「場合の数・確率」を出題する

岩手医科　東北医科薬科　自治医科　獨協医科　埼玉医科　国際医療福祉　順天堂
昭和　東京医科　東京慈恵会医科　東邦　日本　東海　金沢医科　愛知医科　藤田医
科　兵庫医科　川崎医科　久留米　産業医科　福岡

「データの分析」を出題する

聖マリアンナ医科　東海　愛知医科　関西医科　兵庫医科　福岡

『整数問題』を出題する

岩手医科　自治医科　埼玉医科　東京医科　東京慈恵会医科　東邦　北里　聖マリア
ンナ医科　東海　愛知医科　藤田医科　関西医科　久留米　産業医科　福岡

【２】問題形式・出題分野によるグループ分け

解答時間に対して問題量が多い

自治医科　埼玉医科　国際医療福祉　杏林　慶應義塾　順天堂　東京医科　東京慈恵
医科　日本　日本医科　関西医科　久留米　産業医科

解答時間に対して問題量が少ない

福岡

数学Ⅲ(新課程)が半分以上を占める

獨協医科　杏林　慶應義塾　順天堂　日本医科　愛知医科　大阪医科薬科　関西医科
兵庫医科

証明問題を出題する

順天堂　東京慈恵会医科　北里

※一般選抜前期日程の出題傾向
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出題傾向分類【化学】

問題の難度：易

岩手医科　杏林　日本　北里　金沢医科　産業医科

問題の難度：標準

東北医科薬科　自治医科　獨協医科　埼玉医科　国際医療福祉　昭和　東京女子医科
東邦　聖マリアンナ医科　東海　愛知医科　藤田医科　大阪医科　兵庫医科　川崎医
科　久留米　福岡

問題の難度：難

慶應義塾　順天堂　帝京　東京医科　東京慈恵会医科　日本医科　関西医科　近畿

【１】問題の難度によるグループ分け

大学の偏差値に比して，問題が難しい

帝京　東京医科

大学の偏差値に比して，問題が易しい

自治医科　国際医療福祉　日本　大阪医科

福岡

記述形式で記述量が標準的

昭和　聖マリアンナ医科  愛知医科  藤田医科  大阪医科薬科  関西医科　久留米
産業医科

記述形式で記述量が多い

慶應義塾  東京慈恵会医科  日本医科  近畿

マークシート形式

【２】問題形式・出題分野によるグループ分け

記述形式で記述量が少ない

岩手医科  東北医科薬科  自治医科  獨協医科  埼玉医科  国際医療福祉　杏林  順
天堂(一部記述)  帝京(一部記述)　東京医科  東京女子医科(一部記述)  東邦  日本
北里  東海(一部記述)  金沢医科  川崎医科

解答時間に対して問題量が多い

岩手医科  東北医科薬科  自治医科  獨協医科  埼玉医科  国際医療福祉　慶應義
順天堂  帝京　東京医科  東京慈恵会医科  東京女子医科　日本医科  北里　東海
愛知医科　藤田医科  大阪医科薬科  近畿　兵庫医科　川崎医科

解答時間に対して問題量が少ない

聖マリアンナ医科

※一般選抜前期日程の出題傾向
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出題傾向分類【物理】

 

【１】問題の難度によるグループ分け

大学の偏差値に比して，問題が難しい

近畿　川崎医科

大学の偏差値に比して，問題が易しい

自治医科  順天堂  東京医科  日本医科  久留米

問題の難度：易

東京女子医科　福岡

問題の難度：標準

岩手医科  東北医科薬科  自治医科  獨協医科  埼玉医科  杏林  順天堂  昭和  帝
京　東京医科  東邦  日本　日本医科  北里  聖マリアンナ医科　東海  金沢医科
愛知医科  藤田医科 　大阪医科薬科  近畿  兵庫医科  川崎医科 　久留米　産業医
科

問題の難度：難

国際医療福祉  慶應義塾  東京慈恵会医科  関西医科

【２】問題形式・出題分野によるグループ分け

解答時間に対して問題量が多い

自治医科  埼玉医科  杏林  慶應義塾  東京医科　東邦　日本  日本医科　聖マリア
ンナ医科　金沢医科  兵庫医科　久留米

小問集合を出題する

自治医科  獨協医科  国際医療福祉  杏林  慶應義塾  順天堂  北里　聖マリアンナ
医科  大阪医科薬科

問題集ではあまり見かけない目新しい設定の問題が頻出

慶應義塾  昭和  東京慈恵会医科  関西医科  近畿　産業医科

東北医科薬科  自治医科  獨協医科  埼玉医科  国際医療福祉  杏林　慶應義塾　順
天堂　東京医科　東京慈恵会医科　東邦　日本　北里　愛知医科
関西医科　兵庫医科  産業医科

解答時間に対して問題量が少ない

なし

グラフの描画，描図，論述問題を出題する

慶應義塾（論述）  昭和（論述）  東京慈恵会医科（論述）　藤田医科（論述）　関
西医科（グラフ・論述）  兵庫医科（グラフ）　久留米（グラフ）

数値計算が頻出

※一般選抜前期日程の出題傾向
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出題傾向分類【生物】
【１】問題の難度によるグループ分け

問題の難度：易

金沢医科　川崎医科

問題の難度：標準

岩手医科　東北医科薬科　自治医科　獨協医科　埼玉医科　国際医療福祉　杏林　順
天堂　昭和　帝京　東京女子医科　東邦　日本　聖マリアンナ医科　大阪医科薬科
関西医科　久留米　福岡

問題の難度：難

慶應義塾　東京医科　東京慈恵会医科　日本医科　北里　東海　愛知医科　藤田医科
近畿　兵庫医科　産業医科

大学の偏差値に比して，問題が難しい

北里　愛知医科　藤田医科　兵庫医科

大学の偏差値に比して，問題が易しい

順天堂　大阪医科薬科

 

解答時間に対して問題量が多い

岩手医科　東北医科薬科　自治医科　埼玉医科　慶応義塾　東京医科　東京慈恵会医
科　東邦　北里　東海　愛知医科　藤田医科　兵庫医科　産業医科　福岡

解答時間に対して問題量が少ない

川崎医科

論述問題が頻出

慶應義塾　順天堂　昭和　帝京　東京慈恵会医科　聖マリアンナ医科　東海　愛知医
科　藤田医科　大阪医科薬科　近畿　兵庫医科　久留米 産業医科

【２】問題形式・出題分野によるグループ分け

小問集合のみ出題

自治医科

教科書にない新しい内容の問題が出題されやすい

慶應義塾　藤田医科　産業医科

描図問題が頻出

昭和　聖マリアンナ医科　愛知医科　藤田医科　大阪医科薬科

計算問題が頻出

岩手医科　獨協医科　埼玉医科　国際医療福祉　杏林　昭和　帝京　東京医科　東京
慈恵会医科　東邦　日本　北里　聖マリアンナ医科　東海　金沢医科　藤田医科　関
西医科　兵庫医科　久留米　福岡

正誤問題が頻出

岩手医科　自治医科　国際医療福祉　杏林　帝京　東京医科　日本　北里　金沢医科
関西医科　兵庫医科　川崎医科

 

解答時間に対して問題量が多い

岩手医科　東北医科薬科　自治医科　埼玉医科　慶応義塾　東京医科　東京慈恵会医
科　東邦　北里　東海　愛知医科　藤田医科　兵庫医科　産業医科　福岡

解答時間に対して問題量が少ない

川崎医科

論述問題が頻出

慶應義塾　順天堂　昭和　帝京　東京慈恵会医科　聖マリアンナ医科　東海　愛知医
科　藤田医科　大阪医科薬科　近畿　兵庫医科　久留米 産業医科

【２】問題形式・出題分野によるグループ分け

小問集合のみ出題

自治医科

教科書にない新しい内容の問題が出題されやすい

慶應義塾　藤田医科　産業医科

描図問題が頻出

昭和　聖マリアンナ医科　愛知医科　藤田医科　大阪医科薬科

計算問題が頻出

岩手医科　獨協医科　埼玉医科　国際医療福祉　杏林　昭和　帝京　東京医科　東京
慈恵会医科　東邦　日本　北里　聖マリアンナ医科　東海　金沢医科　藤田医科　関
西医科　兵庫医科　久留米　福岡

正誤問題が頻出

岩手医科　自治医科　国際医療福祉　杏林　帝京　東京医科　日本　北里　金沢医科
関西医科　兵庫医科　川崎医科

※一般選抜前期日程の出題傾向
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出題傾向分類【小論文】
【１】種類によるグループ分け

課題文型

獨協医科　慶應義塾　東京医科　東京慈恵会医科　北里　東海　金沢医科　愛
知医科　兵庫医科　川崎医科　産業医科　福岡

テーマ型

国際医療福祉　杏林　昭和　帝京　東京女子医科　大阪医科薬科　近畿　久留
米

図表・グラフ読み取り型

東北医科薬科　昭和　聖マリアンナ医科　金沢医科　兵庫医科

特殊型

埼玉医科（和文と英文）　順天堂（絵や写真）　日本医科

なし

岩手医科　自治医科　東邦　日本　藤田医科　関西医科

【２】試験時間・字数などによるグループ分け

試験時間　60分未満

帝京（30分）　東海（45分）　大阪医科薬科（30分）　近畿（40分）川崎医科
（50分）　福岡（50分）

試験時間　70分以上

順天堂Ａ方式（70分）　東京慈恵会医科（90分）　北里（90分）　産業医科
（120分）

字数　～600字

東北医科薬科（600字）　獨協医科（600字）　埼玉医科（300～500字程度）
国際医療福祉（600字）　慶應義塾（600字）　昭和（600字）　帝京（300字）
東京医科（600字）　日本医科（600字）　東海（500字）　金沢医科（400字）
愛知医科（600字）　大阪医科薬科（400字）　近畿（400字）　福岡（700字）

字数　600字～

杏林（800字）　順天堂Ａ方式（800字）　東京慈恵会医科（1800字）　東京女
子医科（800字）　北里（1000字程度）　聖マリアンナ医科（1000字）　兵庫
医科（700字程度）　川崎医科（800字）　久留米（800字）　産業医科（1000
字程度）

1次試験時に実施

埼玉医科　国際医療福祉　順天堂Ａ方式　東京女子医科　大阪医科薬科　兵庫
医科　川崎医科　福岡

※一般選抜前期日程の出題傾向
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出題傾向分類【面接】
個人面接

岩手医科（15分）　東北医科薬科（15分）　自治医科（1次：30分／2次：20分）　獨協医科（10分）　埼玉医科（10～15分）　杏林（10～20分）　順天堂（20～30分）
昭和（10分）　帝京（10分）　東京医科（10分）　東京女子医科（10分）　日本（10～20分）　日本医科（15分）　北里（10～20分）　聖マリアンナ医科（15～20分）
東海（15分）　愛知医科（10～20分）　大阪医科薬科（10分）　関西医科（10分）　近畿（10分）　兵庫医科（10分）　川崎医科（10分）　久留米（10分）　産業医科
（15分）

グループ面接

福岡（30～40分）

グループ討論

自治医科（2次：20分）　東邦（15分）　日本医科（30分）　金沢医科（20分）　福岡（30～40分）

Multiple Mini Interview

国際医療福祉（25分×2回）　慶應義塾（10分×2回）　東京慈恵会医科（7分×6回）　東邦（3分×4回）　藤田医科（10分×2回＋3分×2回）

シチュエーション設定型の質問

獨協医科　帝京　東京医科　東京慈恵会医科　東邦　藤田医科　近畿

※一般選抜前期日程の出題傾向
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岩手医科大学

2024年度
入試分析

『2024年度用全国医学部最新受験情報』より
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岩手医科大学

2025年度
入試への
対策

【英語】
問題の難易度は標準的だが、大問が７題もあるため時間内に効率よく解答できるかどうかが鍵。大問２から６までに、発音・文法・会話文・語句
整序が各４～５題ずつ出題されるため、オールインワン系の問題集（ネクストステージやグラマスターなど）を1冊仕上げておくとよい。大問５の
不適文削除については久留米大医学部やセンター試験に類題があるためこれを利用して練習しておく。大問1の長文中空所補充はまず、メディカル
ラボの読解チェックテストのベーシックBで基礎力を身に着け、本学の過去問だけでなく、兵庫医科や愛知医科の過去問を利用して実践力を養うと
よい。大問７の読解問題は各段落の要約内容について問われているため、「英語長文出題パターン演習１・２・３」で練習し、川崎医科大学や東
北医科薬科大学の過去問で練習を積む。時間内に解答することが難しいため、必ず過去問を解いて時間配分を考えておく。

【数学】
短時間で得点するためには『チャート』や『プラチカ』などの標準的な参考書や問題集を使って，定型的な問題の解法が瞬時に頭に浮かぶように
なるまで繰り返し練習することが重要である．同時に迅速かつ正確な計算力も養っておくべきである．特に，確率では具体的な数え上げ，一見変
わった数列の問題練習，面積体積の積分の練習に取り組んでおく．大問に対する思考力を養うには，国公立大学の2次試験などの記述形式の問題で
演習するとよい．また，問題の取捨選択等の時間を意識した練習も必要である．

【化学】
マーク形式。大問3題（理論・無機。有機）となっている。計算問題は少なめで、特に無機・有機の知識問題が多い。ただ高分子の出題が少なく、
合成高分子の出題がない年度もある。まず過去問で傾向を知っておこう。『チャート式化学基礎・化学』、『マーク式基礎問題集化学基礎・化学
[理論・無機][有機]』、一問一答集などで基本事項の定着を進めよう。日本大学、東北医科薬科大学、獨協医科大学などの正誤問題なども有効で
ある。

【物理】
過去の入試（2016年度以前）は，定期テストに毛が生えた程度の基本問題が中心であったが，ここ数年はちゃんと入試問題らしくなってきた。そ
のため，しっかりとした準備をして入試に臨まなければならなくなった。具体的には，「名問の森」などの標準～発展レベルの問題集をしっかり
解き込み，典型問題をスラスラと解けるまでに仕上げてもらいたい。また，過去問は難易度がバラバラであるので，ここ２～３年の過去問を用い
て，最新の難易度を確認しておくこと。さらに，同レベル，同形式の入試問題（獨協医科大学など）を用いて，さまざまなテーマに触れておくの
もいいだろう。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題
集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、計算を含め典型的な問題を短時間で確実に解く力をつけること。その際、「動物の反応と
行動」、「発生」、「体内環境」、「遺伝情報とその発現」の4分野は頻出なのでこの分野をまずは仕上げていくとよい。
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東北医科薬科大学
【英語】
読解対策として内容一致問題の多い問題集「英語長文出題パターン演習１・２・３」を演習するとよい。本学の入試ではほぼすべての段落につい
ての設問があるため、問われていない段落であっても要約を心掛ける。その他に共通テスト対策問題集の論説文を中心に演習してもよい。大問３
対策として「英文法・語法良問500 誤文訂正編」で演習する。文構造の理解も正解に繋がるため、「英文熟考」や「解釈技術70」も演習しておき
たい。大問４対策としてはまず「ネクストステージ」などの熟語をしっかり覚え、「英文法・語法500 整序作文編」を演習するとよい。最後に本
学の過去問で、読解問題の選択肢の吟味の仕方、大問３の誤り指摘の解き方を学び、充分慣れてから受験日を迎えて欲しい。慣れさえすれば確実
に高得点が取れるため、過去問演習は欠かせない。

【数学】
『チャート』や『プラチカ』等の標準的な参考書や問題集を使って,定型的な問題の解法を確実に身に付けておく．特に，数学Ⅲの積分や確率は頻
出であり重点的に取り組んでおきたいが，どの単元が出題されても対応できるようにはしておく必要がある．同大学の過去問だけでなくマーク形
式・誘導形式の同じ形式の他大学の過去問演習も効果的である．

【化学】
マーク形式。第1問は理論で小問集合が多い。計算問題、知識問題のバランスがよい。合成高分子の割合は高くない。やや難易度の高い問題が出題
されることがあるが、『ベストフィット化学基礎・化学』『エクセル化学［総合版］』などを繰り返し解いて、典型問題の出題パターンをおさえ
よう。また化学図録の化学者名や業績、ややマイナーな元素の性質・用途にも関心を持つとよい。出題形式が近い本学薬学部や岩手医科大学、共
通テストなども活用しておこう。

【物理】
大問１，２は比較的取り組みやすい問題で構成されており，この２つの出来で合否が決まるといっても過言ではない。大問１，２にしっかりと対
応できる力をつけるためには，「名問の森」のような標準レベルの問題集を解き込むとよいだろう。また，問題数が非常に多いため，素早く，正
確に計算する力も養っておきたい。

【生物】
まずはしっかりとした基礎知識と読解力・考察力の両方が必要である。 『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集で
しっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に解
く力をつけること。その上で、『生物実験・考察問題入門』などを使って実験考察問題にも慣れておきたい。また、問題の雰囲気が独特なので、
過去問については5年分以上取り組むことが望ましい。その中で時間の使い方に慣れていくとよい。
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自治医科大学
【英語】
語彙レベルが高いので、まず「ターゲット1900」で土台を作り、「鉄緑会英単語・熟語 鉄壁」で更に語彙力を高める。文法の知識が必要な問題
は皆無であるが、「エバーグリーン」を利用して基本的な知識はつけておく。文構造の把握力と英文解釈力は読解の基本として必要であるため、
「英文熟考 上・下（新版）」は必ず演習する。読解対策としては「やっておきたい英長文500」「1日30分の英長文」「英語長文出題パターン演
習２」で読解の基礎を確立した後に、「大学入試 レベル別英語長文ソリューション最新テーマ編 ハイレベル・トップレベル」で実践力をつけ
る。最後に時間を意識して過去問を2年分演習する。

【数学】
ほぼ全ての単元から出題されるため，全単元の基本事項を確実に覚えることが必須条件である．教科書レベル程度の問題が多いので，『4SETP』等
の教科書傍用問題集で短時間に集中して多くの問題を処理する練習を重ねるとよいであろう．解ける問題から解いていくなど，かなり要領よく処
理していかないと時間切れになる．計算に非常に時間がかかるものもあるので，問題の取捨選択も鍛えておきたい．東邦大学や藤田医科大学の小
問集合に取り組むことも有効である．

【化学】
マーク形式。問題数が多く、スピードが要求されるが、基本～標準レベルが中心である。知識と計算、高分子を含めた各分野からバランスよく出
題される。教科書・参考書で知識を習得し『エクセル化学［総合版］』などで典型問題をおさえよう。過去問から効果的な時間短縮法を探ってお
こう。分子量の算出や立式のパターンを工夫したり、有効なまとめ方を見い出しておくとよい。問題によって、概算による計算法も使える。一問
一答集を繰り返すことも有効である。 

【物理】
多くの基本問題を短時間で正答する力をつけなければならない。そのためには，本学過去問やセンター試験の過去問を用いた演習が効果的である。
設問によっては若干難易度が高いもの，計算が重たいものも含まれるため，解きやすい問題から確実に得点し，その後飛ばした問題に戻ってくる
といった戦略も重要となってくる。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集を最初から最後まで繰り返し演習して、しっかりとした基礎力を身に
つけよう。問題数が多く時間配分が難しいので、過去問を用いてしっかり時間を計って演習し、スピードアップのための十分な対策をとること。
また、センター試験時代の生物基礎・生物の問題で知識、計算問題を中心に演習したり、川崎医科大学や金沢医科大学の小問集合の問題を用いて
演習するのも良いであろう。
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獨協医科大学
【英語】
まず「ネクストステージ」や「英文法ファイナル標準編」を用いて、文法の知識を定着させる。語句整序は「英文法・語法500 整序作文編」を演
習するとよい。大問２Bの空所補充対策としてはメディカルラボのチェックテストベーシックBやスタンダードBを利用するとよい。大問1の長文で
はここ2年人文系が頻出であるため、「やっておきたい英長文500・700」や「英語長文出題パターン演習２・３」の人文社会系の問題を中心に演習
するとよい。本学の特徴として問題量の多さが上げられるため、過去問を利用して時間内に解答する練習が欠かせない。その際大問１からではな
く、短時間でできる大問３・４から解答し、大問１の人文系の英文を最後に取り組むことを勧める。というのも医学部受験生には馴染みのない内
容が多く、思ったより時間がかかることがあるからだ。

【数学】
『チャート』や『チョイス』などの標準的な参考書や問題集を使って定型的な問題の解法を習得した上で，ややハイレベルな問題集で総合的な問
題の練習に取り組むとよい．試験時間に対して分量が多いので，素早く題意をとらえられる力と迅速かつ正確な計算力が必要である．また，問題
の取捨選択することも必要である．誘導形式に慣れるために，東北医科薬科大学，杏林大学，川崎医科大学などの過去問に取り組むのも有効であ
る．

【化学】
マーク形式。第1問は小問集合（全分野）。実験操作が多い中和滴定（二段階滴定、pH計算など）、酸化還元滴定(COD、ヨウ素滴定など）、気体・
溶液の計算、新素材などに注意しておこう。近年、解きやすい問題が多くなってきたが、合格するには点差がつく発展的な内容の理解を増やすこ
とが大切である。24年度から始まった後期日程も前期と同形式なので、できれば前期2日と併せて、この後期の出題も把握しておこう。 マーク形
式。第1問は小問集合（全分野）。実験操作が多い中和滴定（二段階滴定、pH計算など）、酸化還元滴定(COD、ヨウ素滴定など）、気体・溶液の計
算、新素材などに注意しておこう。近年、解きやすい。

【物理】
やみくもに難しい問題集に手を出すのではなく，典型問題が多く掲載されている問題集，例えば「名問の森」を繰り返し解き，解答を導き出す過
程を自力で追えるまでに仕上げておきたい。その上で，本学過去問を用いて，典型問題から正答を重ね，試験時間内に合格点を獲得する練習を積
んでおくこと。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題
集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、計算を含め典型的な問題を短時間で 確実に解く力をつけること。問題量が多いため、用語
の選択などの基本問題を瞬時に答えていかなければならない上に、応用問題でもゆっくりとリード文を読み直している時間はない。過去問を使っ
て時間配分に慣れておくこと。また、「遺伝情報とその発現」の分野は高頻度で出題されているので、ここから仕上げておくとよい。
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埼玉医科大学
【英語】
語彙はそれほど高度なものは問われておらず、設問数も多くないためターゲット1900を仕上げれば十分である。その際１～1,000までの単語はただ
意味を覚えるだけではなく、派生語もしっかり覚えておきたい。大問１の空所補充は語彙や語法重視の他大学の傾向とは異なり、文法事項のみの
出題であるので、純粋な文法問題集（エバーグリーンの基礎トレーニングなど）やオールインワン系の文法分野のみでも対応できる。今年度新た
に加わった同意文作成はターゲット1900をしっかり覚えていれば十分である。読解はスキャニングするだけではなく、精読も学習の際には心掛け
る。長文が3題になったために、以前までのように速読を意識する必要がなくなり、内容説明に関する問題も増えているため内容を発展的に捉える
力も必要になっているからだ。長文学習には500語～700語程度の読解問題集（1日30分の英長文・出題パターン演習２）を使用するとよい。特に出
題パターン２は選択肢が多いので本学の対策に適している。余裕があればこのシリーズの３も演習しておくとよい。

【数学】
短時間で効率よく解かなければならないので，『チャート』や『チョイス』などの標準的な参考書や問題集を使って全範囲の定型問題の解法を瞬
時に頭に浮かぶようにしておくことが大切である．特に，数学Ⅲの積分の計算と定型的な確率の問題は十分に練習しておくべきである．過去問研
究も有効である．前期・後期ともに受験する人は，前期試験の復習にしっかり取り組んでおくこと．

【化学】
マーク形式。2科目90分で、計算・実験・グラフ問題が多く、スピード重視。ここ数年、合成高分子よりも天然高分子が扱われやすい。まれにやや
解きにくい内容があり、前期・後期の問題で出題内容をチェックしておこう。共通テストと併せて、杏林大学、日本大学なども効果的である。
『ベストフィット化学基礎・化学』や化学資料集で精度を上げておこう。無機は工夫して想起スピードを上げよう。有機は構造決定と天然高分子
を中心に対策を進めておくとよい。

【物理】
問題の難易度としては，典型問題がほとんどである。また数問，思考力が要求される問題が出題されるが，試験時間内にこの手の問題を正答する
のは難しい。よって，入試本番においては，確実に点数を獲得しなければならない問題と，時間がかかりそうな問題を見極めることが重要となる。
確実に得点しなければならない問題とは，入試典型問題集（良問の風，名問の森など）掲載されている問題に類似している問題である。入試典型
問題集は１冊だけでもいいので何周も繰り返し解き，典型問題の経験値をあげ，先に挙げた「見極め」ができるようにしておきたい。また，マー
ク形式であるので，過去問を通して数ある選択肢から正答を選ぶ作業にも慣れておきたい。

【生物】
まずは教科書の内容をしっかりと理解し、『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集などを使って全分野漏れのない知
識を身につけることが重要である。その後、『理系標準問題集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に解く力
をつけること。考察問題が頻出なので、『生物［実験・考察問題］の特別講座』や『生物実験考察入門』などで基礎を固めるとよい。過去問演習
では、小問集合がなくなった20年度以降の問題で全体的な時間配分などの練習をするとよい。
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国際医療福祉大学
【英語】
まずは語彙力の養成である。まずは「ターゲット1900」で土台を作り、次に「鉄緑会英単語・熟語 鉄壁」で更に語彙力を高めておくとよい。文
法と語句整序は標準的であるため「ネクスト・ステージ」と「英文法ファイナル標準編・難関大編」で十分対応できる。その際意識することは
「なぜそうなるのか」を考えて演習する。大問３では誤り指摘が出題されるので、「スーパー講義 英文法・語法 正誤問題」を利用して慣れる。
ただし本学では文法・語法の運用の誤りを指摘するだけではなく、文脈上整合性が取れない箇所を指摘するものも出題されることを意識する。そ
して過去問演習で、どのように出題されるかを確認する。大問４・５の読解問題対策は「やっておきたい英長文700」「私立医大の英語 長文読解
編」を利用して進める。その際には時間を意識して、頻出である内容一致、空所補充、同意語選択を中心に演習するとよい。大問３だけではなく
読解問題でも段落補充など本学特有の出題形式があるため、過去問で慣れておくことが必須である。

【数学】
まず，『チャート』などの標準的な参考書を使って，定型的な問題は確実に解けるようにしておく．時間が厳しいので，やることを決めたら正確
に素早く処理していく練習を重ねておきたい．特に数Ⅲの微積分の計算はスムースにできるまで練習しておくべきであろう．マーク形式・誘導形
式の同形式である東北医科薬科大学，杏林大学，川崎医科大学の過去問に取り組むのも有効である．

【化学】
マーク形式。第1問が小問集合（全分野）。高分子は23年度を除き、天然高分子のほうが出やすい。『エクセル化学［総合版］』などで計算力をつ
けておく。正誤問題対策として、参考書や化学資料集で知識を身につけておこう。有機化学は、見慣れない化合物が題材となる可能性がある。た
だし、標準レベルの出題が多いため、焦らず対応していくとよい。本学の過去問を解きつつ、東京医科大学、杏林大学、東邦大学などの過去問に
取り組んでおくとよい。

【物理】
作題者の意図を的確に読み取り，問題を解き進めなければならない。これを対策するには，問題集を用いるのではなく，実際の入試問題に取り組
むしかない。本学過去問はもちろんのこと，国公立の旧帝以上の大学（阪大，東北大，名大など）の過去問を用いて，分析力，思考力を養って
いってもらいたい。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題
集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を短時間で確実に解く力をつけること。考察問題が苦手なら『生物［実験・
考察問題］の特別講座』や『生物実験考察入門』、計算問題が苦手なら『ゼロからはじめる計算問題の解き方』や『大森徹の生物計算・グラフ問
題の解法』を使って苦手を克服するとよい。
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杏林大学
【英語】
大問１・２対策として「ネクスト・ステージ」「英文法ファイナル・標準編」をそれぞれ演習する。大問１と２どちらも標準レベルであるため、
この2冊をしっかり学習すれば問題ない。大問４・５の読解もここ2年は300～400語と非常に短く、2つのうち1つは内容も易しいので、「やってお
きたい英長文300・500」をしっかり演習すれば十分対応できる。解答時間に余裕があるので、速読より精読重視の学習を心掛ける。唯一苦労する
と予想されるのが、大問3の文整序である。このような問題を扱う問題集はあまりないので、まず東海大学の過去問で基礎を確立し、最終的には本
学の過去問に取り組むとよい。その際に機能語や代名詞を意識しながら解答する。大問３が合否を分けると思われるので、文整序の練習は必ず
やっておく。

【数学】
『チャート』や『チョイス』といった標準的な参考書や問題集を使って定型的な問題の解法を習得し，瞬時に頭に浮かぶようにしておくことが必
要である．問題毎の難度に差があるので，全問完答を狙わずに解きやすい問題から確実に解いていく，少し考えて解法の見当がつかないものは潔
く捨てる，などといった姿勢も必要である．本大学の過去問や獨協医科大学・川崎医科大学などの過去問を使って，時間配分や誘導に乗る練習を
するのも有効である．

【化学】
マーク形式。2科目100分でスピードを要する。小問集合の出題が多い。『ベストフィット化学基礎・化学』『エクセル化学［総合版］』で総合的
な解答力をつけておく。理論では、気体、溶液、化学平衡などの実験問題の出題が多い。天然高分子が多かったが、24年度は合成高分子が出題さ
れたため、今後の出題に備えよう。各項目の用語や構造の把握をしておくとよい。マーク形式の他大学の過去問（日本大学、埼玉医科大学、北里
大学等）も効果的である。

【物理】
まず『良問の風』を用いて、入試標準レベルの問題に素早く対応できる力を養っておくと良い。そして『体系物理』等で入試標準～発展レベルの
問題に対応できる力を養いたい。また問題数がやや多いため、難易度があまり高くない問題を優先的に、かつ確実に解き、残った時間で時間がか
かる問題を解くなどのように、事前に戦略を練って入試本番を迎えてほしい。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題
集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に解く力をつけること。さらに、頻出するグラフ選択の問題では考察
型と知識問題の両方が見られる。この対策としては、過去問を使って慣れておくだけでなく、普段から典型的なグラフを学ぶ際、 軸の目盛り、単
位、おおよそのスケールなどを意識して学習しておくと良い。頻出の計算問題対策と兼ねて、『大森徹の生物計算・グラフ問題の解法』がよいで
あろう。
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慶應義塾大学
【英語】
本学の長文問題は比較的理解しやすい題材が出題される。とはいえ易しいというわけではない。まずこのレベルの英文をスムーズに理解できるよ
うにするためには語彙力を高めなくてはならない。そのためには「ターゲット1900」はもちろん「「鉄緑会英単語・熟語 鉄壁」も利用する。そ
の際に注意することは見出し語だけではなく、派生語までしっかり覚えるという点である。空所補充で単に挿入するだけではなく品詞を変える必
要もあるからだ。本学の特徴として挙げられるのが記述問題の多さである。さらにこれらが合否の鍵を握るため、十分に対策を立てる必要がある。
まず英文熟考上・下で英文の解釈力をつける。次に「やっておきたい英長文700」や「1日40分の英長文」で、指示語の内容を考え、内容説明や和
文英訳を中心に演習する。最後に国公立大の2次試験対策の問題集に取り組む。和文英訳はそれほど難易度が高くないので、市販の標準レベルの英
作文問題集を1冊仕上げれば十分である。自由英作文はＺ会の「自由英作文のトレーニング」を演習したのち、100語程度の英作文を書くための
フォーマットを作っておくと、時間内に解答するのに役に立つ。記述問題が多いため、作成した答案を学校の先生や塾の講師など受験の専門家に
評価してもらうとよい。

【数学】
確率は，過去問の研究を十分にしておくことが大切である．微積分は，最難関題国公立大学レベルの総合的な問題で実力を養っておくとよいであ
ろう．論述形式の出題はないが，『やさしい理系数学』，『理系数学 入試の核心 難関大編』，『医学部攻略の数学』等で難関大のハイレベルな
定型問題に取り組んでおくとよい．時間内に解答可能な問題を見極める訓練もしておこう．

【化学】
記述形式。標準レベルを定着させた上で、応用できるような学力を身につける。歴史的な化学実験の出題も多い。『化学の新研究』を読み込み、
『化学の新研究』をスピーディーに解けるようにしておく。日頃から丁寧に導出過程を論述するようにしよう。難関大学の過去問（東京大学、東
京慈恵会医科大学、順天堂大学）を、ある程度、年度を遡って演習しておくとよい。や大学別の模試にチャレンジしたり、最新トピックスに関心
を持とう。

【物理】
本学入試では問題集に掲載されていないような題材が頻出であり，問題文を丁寧に読み込み，作題者の意図に沿って解答を進めていかねばならな
い。まずは早い段階で標準的な問題集（名問の森，重要問題集など）を終わらせ，典型的な問題の解法をマスターしたい。その上で，本学過去問
や同様の入試問題レベルの大学（滋賀医科大学，東京慈恵会医科大学，東大，京大，東工大など）の過去問を用いて，問題文から状況を分析し，
解答を進めていく（誘導にのる）訓練を積んでおきたい。

【生物】
教科書レベルの知識は完璧にマスターした上で、それを応用して考える必要のある問題が出題されている。教科書の傍用問題集レベルの問題集を
なるべく早めにほぼ完璧に解けるようにする必要がある。その後『思考力問題精講』『実戦生物実験・考察問題集』『生物新・考える問題100選』
などに取り組んで思考力・考察力を高めるとよい。さらに本学の過去問を5年分程度取り組み、できれば旧帝大レベルの国公立大学の最近2～3年程
度の過去問も演習しておきたい。また、日頃から最新のトピックスにも触れておくとよい。

2025年度
入試への
対策



３．私立医学部入試分析と対策

©Medical Lab

順天堂大学

『2024年度用全国医学部最新受験情報』より

2024年度
入試分析



３．私立医学部入試分析と対策

©Medical Lab

順天堂大学
【英語】
本学では文法語法に関する問題が出題されず、自由英作文で利用する程度なので、その土台として「総合英語エバーグリーン」を読み、英文の
ルールを最低限理解する。その際理解度を確認するために「文法を身につけるトレーニング」を利用するとよい。語彙は読解の基礎となるだけで
なく、多くの同意語選択が出題されるため、重点的に学習する。まずは「ターゲット1900」で土台を作り、「鉄緑会東大英単語熟語鉄壁」などで
さらに高いレベルの語彙を習得する。読解対策では「やっておきたい英長文700」や「英語長文出題パターン演習３」を利用して制限時間内に解答
することに重点を置く。余裕があれば英字新聞や英文の科学雑誌などに目を通しておくことも有益である。自由英作文対策としては「Z会英作文の
トレーニング・自由英作文編」を演習する。最後に本学の過去問で時間内に解答できるように繰り返し練習しておきたい。

【数学】
問題を見てからじっくりと考える時間はないので，典型問題は解法が瞬時に浮かぶようにしておくことが必要である．かなりの計算が必要な問題
が多いので，要領の良い計算をする練習もしておこう．空所補充，記述とも細かいところを気にせずに解答した方がよい．得点することに没頭す
べきである．過去には幅広い範囲から出題されているので，全範囲でハイレベルな演習に取り組んでおこう．本大学の過去問と同時に，国公立大，
私立大を問わず，難関大の過去問に取り組んでおくのもよいであろう．

【化学】
前半がマーク、後半の記述形式では様々な分野が扱われる。近年、合成高分子の出題がない。まず過去問を解いて、解くべき問題を見極めておく。
かなり計算スピードも求められるので、普段からしっかり計算練習をしておこう。『化学の新研究』で深い理解を進めて『化学の新演習』で実力
をつけておく。また合否を分ける問題への対応には難関国公立大学の過去問がよい。メディカルラボ『私立医学部大学別 実力判定テスト 順天堂
大学医学部』も活用しよう。

【物理】
問題の難易度自体はそれほど高くはないので，むやみに難しい問題集に手を出すのではなく，「名問の森」程度の典型問題集を繰り返し解けば，
十分に入試に対応できるだろう。しかしながら，試験時間に対して問題数が多いため，短時間で高い得点率が見込める解答順序を，過去問研究等
で探っておきたい。一般に，大問１の小問集合は解答に時間がかかる傾向にあるため，まずはそれ以外の問題から手を付けるとよいだろう。

【生物】
マーク式である大問1は標準的な知識問題が中心になっているので、ここで点数をしっかり取りたい。そのためにも教科書の傍用問題集レベルの問
題を正確に解けるようにする。さらに『理系標準問題集』『良問問題集』などに取り組んで知識を強化する。大問2では論述問題も出題されるので、
『記述・論述問題の完全対策』などで題意を正確にとらえて解答する練習を行っておきたい。計算問題も出題されることが多いので、忘れずに対
策しておきたい。独特な問題の構成なので、過去問で時間の使い方の練習もしておくこと。

2025年度
入試への
対策



３．私立医学部入試分析と対策

©Medical Lab

昭和大学

『2024年度用全国医学部最新受験情報』より

2024年度
入試分析



３．私立医学部入試分析と対策

©Medical Lab

昭和大学
【英語】
まず「ターゲット1900」などの単語帳を利用して語彙を増やす。これは大問1の文法・語法・語彙の対策となるのと同時に、大問２の空所補充や大
問３の同意語選択問題の対策にもなる。さらに長文読解の土台となるため、語彙力をつけるのは必須である。次にオールインワン系の問題集を1冊
仕上げる。会話表現は出題されないため文法・語法・語彙・熟語のみを学習する。難問を意識し過ぎず標準的な問題を確実に正解できるような学
力をつける。長文2題のうち1題は600～700語程度の英文であるため市販の「1日40分の英長文」や「やっておきたい英長文700」などを利用して学
習する。残りの1題は1,000語を超える英文である上、100字以上の日本語による内容説明が出題されるため、国公立2次の過去問（名古屋大学・東
北大学など）を利用して、解答作成の練習が必要。さらにこれらの大学（昭和・東北・名古屋）の長文に共通する非常に学術的な内容を理解でき
るだけのメンタリティ（ものの考え方）を身につける必要がある。

【数学】
『チャート』などの標準的な参考書で全範囲の定型的な問題の解法を習得した上で，『チェック＆リピート』や『チョイス』といった標準的な問
題集を使って，素早く正確に解く練習を十分にしておくべきである．スピードとケアレスミスの多少が合否の分かれ目である．英語との時間配分
も重要な要素であるため，過去問に取り組む際は英語と数学を同時に行うとよい．

【化学】
記述形式。有機と理論が特徴。有機では芳香族、油脂、糖、アミノ酸・タンパク質がよく出題されている。理論は小問形式の計算が頻出だが、大
問も出題されることがある。この小問は、結晶、酸塩基、酸化還元、電気化学などの類題が出やすいので、過去問チェックして計算精度を高めて
おこう。近年、無機の出題がない。『化学重要問題集』で標準レベルを習得し、『化学の新研究』で詳しい知識を取り入れよう。I期・II期の過去
問に取り組んでおこう。

【物理】
論述問題以外は，基本～標準レベルの典型問題で構成される。よって，論述問題以外の問題でいかに得点を稼げるかが合否のカギを握る。「良問
の風」「名問の森」などの典型問題集を解き込み，標準レベルの問題で取りこぼすことがないよう，力をつけてもらいたい。

【生物】
知識問題、論述・考察問題ともに、かなり細かい知識が必要となる問題が含まれることもある。特に、「体内環境」、「細胞分裂」、「動物の反
応」、「タンパク質の機能」、「遺伝情報とその発現」といった医学に関連が深い頻出分野については資料集を隅々まで読むような深く広い勉強
をしておくと良い。それに加えて、「生態と環境」、「生物の進化と系統」の分野の標準的な問題もとりこぼしなく解けるようにしておくこと。
また、論述問題と、描図問題が頻出するため、普段から意識して書く練習をすべきである。
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帝京大学
【英語】
語句の空所補充が多く出題されているので「ターゲット1900」を必ず完成させる。空所補充の選択肢にある語はこれでほぼ網羅できる。余裕があ
れば「システム英単語メディカル」を覚えるとよい。読解3題で医療系の長文が多いため「私大医学部の英語 長文読解編」と大問３の内容一致対
策として、東北医科薬科大学や東海大学の長文を演習する。メディカルラボ生ならCT読解スタンダードレベルを演習するとよい。24年度の2日目大
問３ではマイケル・サンデルの文章が出題されていたが、CT読解スタンダードレベルとハイレベルでも同著者の英文を３題出題している。語句整
序は易しいので、「英語整序問題精選600」のレベル１と２を演習すれば十分である。最後に豊富にある過去問を利用して本学の出題形式に慣れれ
ば合格点が取れるはずだ。

【数学】
まずは『チャート』等の標準的な参考書を使って定型的な問題の解法を習得した上で，『チェック＆リピート』や『チョイス』といった標準的な
問題集で問題演習に取り組み，定型解法は瞬時に頭に浮かぶようにしておくことが必要である．結果のみを記入する方式なので，計算ミスは致命
的である．やや難度の高い問題も出題される可能性はあるので，過去問で経験しておいた方がよい．過去問演習は数学を含めた2科目120分で取り
組んでおきたい．

【化学】
24年度からマーク＋記述形式になった。リード文に空所補充や実験内容が多く含まれるので、迅速な処理が必要である。『エクセル化学［総合
版］』を繰り返し解き、典型問題ができるようにしておく。例年3日間の試験は同じスタイルで出題される。やや難易度の高い問題もあるが、計算
問題と知識問題のバランスがよく良問揃いのため、過去問で複数日の問題を攻略しておくとよい。理論だけでなく、高分子の計算で工夫できると
ころを見いだそう。

【物理】
教科書傍用問題集や「良問の風」のような標準レベルの問題集をやり込めば，十分に本学入試に対応することができる。より高得点を目指すので
あれば，発展的な問題集（例えば「名問の森」「体系物理」など）を用いて，難易度の高い問題の経験値を上げておくとよい。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題
集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に解く力をつけておこう。24年度から解答形式が大きく変わってマー
ク形式中心となったが、正誤問題が今まで以上に増加した。細かく正しい知識が要求されるため、普段の学習から細かいところにも意識を払う必
要がある。また20～30字程度の論述問題は相変わらず出題されているので、その対策もやっておきたい。
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東京医科大学
【英語】
まず語彙と語句整序対策は「ターゲット1900」と「英文法・語法良問500 整序作文編」を演習する。今年度はそれほど顕著ではなかったが、昨年
度語句整序で熟語の知識がほぼすべての問題で問われていたので、熟語を暗記しておきたい。長文読解対策は語数だけで考えれば、「やっておき
たい英長文500」や「1日30分の英長文」の演習するとよいが、英文の出典先はJapan Timesや朝日や毎日のような英字新聞であることが多いため
（今年度は２題共The Mainichiから）、これらから興味のある話題をピックアップし、読み慣れておくとよい。最後に過去問を用いて時間内に解
答する練習をする。ただし2021年度以前はやや問題量が多いので、2022年度からの3年間分の演習をしたほうがよいだろう。

【数学】
難度の高い問題はほぼ出題されないため，『チャート』などの標準的な参考書を使って定型的な問題の解法を習得し，『チェック＆リピート』や
『チョイス』といった標準的な問題集を使って定型解法は瞬時に頭に浮かぶように練習しておくことが必要である．結果のみを記入する方式なの
で，計算ミスは致命的である．本大学の過去問や獨協医科大学・川崎医科大学などの過去問を使って，時間配分や誘導に乗る練習をするのも有効
である．

【化学】
マーク形式。第1問の小問（正誤問題）に個々の選択肢に計算が必要となるなど時間を要する問題もあるため、つねに見極められるように計算力と
知識力を向上させよう。高分子は合成より天然が多い。『エクセル化学［総合版］』『化学重要問題集』をおさえた後、実験問題、溶液の濃度計
算、気体の圧力に関する問題への対応力もつけておく。特有の出題形式に慣れるために、過去問と併せてメディカルラボ『私立医学部大学別 実力
判定テスト 東京医科大学』の受験を薦める。

【物理】
問題の難易度自体はそれほど高くはない。教科書傍用の問題集や「良問の風」「名問の森」程度の問題集をやり込めば，問題には十分対応できる。
しかしながら，問題の量が多く，また，設問によって難易度のバラつきが大きいため，過去問を用いて，「落とす問題」を見極める目を養ってお
いて欲しい。また，過去には煩雑な計算問題が頻出であったので，素早く正確に計算する力もつけておきたい。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題
集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に解く力をつけておこう。大問1の正誤問題では全分野の細かい知識が
必要となる。また、大問1以外の実験考察問題の対策として、『生物［実験・考察問題］の特別講座』や『生物実験考察入門』などで基本的な実験
考察問題の考え方を身につけておこう。20年度から傾向が大きく変わったので、これ以降の過去問演習で雰囲気をつかんでおこう。
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東京慈恵会医科大学
【英語】
語彙レベルが非常に高いため、「ターゲット1900」で土台を作り、英検準1級や1級レベルの単語帳にも触れておきたい。文法を直接問う問題はな
いが、選択肢を消去する際に役立つこともあるので、「ネクスト・ステージ」を1冊は仕上げておきたい。今年度は自由英作文が出題ため、Z会の
「英作文のトレーニング・必修編・自由作文編」で練習する。読解問題集は「やっておきたい英長文700」や「英語長文出題パターン演習３」を演
習する。ただし読解問題の選択肢は紛らわしいものが多いので、市販の問題集だけで満足するのではなく、本学の過去問を最低3年は解く必要があ
る。さらに余裕があれば「サイエンティフィックアメリカン」や「ネーチャー」などの科学雑誌にも目を通しておきたい。

【数学】
『やさしい理系数学』，『理系数学 入試の核心 難関大編』，『医学部攻略の数学』等を使って，難関大のハイレベルな典型問題の練習をしっか
りしておくことが重要である．証明問題は論理性が要求されているので，過去問の解答例の研究を十分にしておくとよい．要領よくまとめた答案
を作成する練習もしておいた方がよいだろう．また，空間図形の方程式を扱えるようにしておくべきである．

【化学】
記述形式。かなり難度の高い問題が出る。『化学の新演習』を繰り返し解いて定番問題の解答スピードと論述力を磨いておこう。また『化学の新
研究』の読み込みも必須である。また種々の医薬品や化学的側面からの医療知識に関心を持つことも大切であり、書籍やWeb情報を駆使して知識を
増やそう。東京大学、慶應義塾大学などの過去問やメディカルラボ『私立医学部大学別 実力判定テスト 東京慈恵会医科大学』が有効である。

【物理】
2023年度より，かなり発展的な内容の物理の理論的解析が要求されるようになった。もちろん大学入試であるので，高校物理の範囲内で問題は作
成されているが，そうは言ってもやはり高校物理の知識だけでは試験時間内に正答を重ねるのは難しい。発展的な参考書，例えば「物理入門」
「理論物理の道標」などを用いて，高校の教科書には載っていない公式の導出などをフォローしておくといいだろう。これは，日ごろの学習のと
きからコツコツと取り組んでおきたい。また，同じような内容の問題を解きたいのであれば，慶應（医）の入試問題を参考にしてもらいたい。

【生物】
まずは教科書の傍用問題集レベルの問題を正確に解けるようにする。さらに『理系標準問題集』『良問問題集』などに取り組んで知識を強化する。
他の大学に比べて「生態と環境」や「生物の進化と分類」の分野の出題が多いので、この分野も手を抜かないこと。その後、やや難しい『医学部
の生物』や『標準問題精講』まで学習を進めたい。分量が多いことに慣れるためにも、過去問は5年分程度演習しておきたい。その際、必ず時間を
考えながら解く練習をしておくこと。
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東京女子医科大学
【英語】
本学では文法語法に関する問題が出題されず、自由英作文で利用する程度なので、「総合英語エバーグリーン」を読み、本質を理解する。その際
内容理解を確認するために「文法を身につけるトレーニング」を利用するとよい。語彙は読解の基礎となるため重点的に学習する。特別高いレベ
ルの語彙の問題はないため「ターゲット1900」を細部までしっかり覚える。読解問題対策としては「英語長文出題パターン演習１・２」を利用し
て選択問題に慣れ、共通テスト対策問題集で大問３・４・６を中心に演習する。その際に解答時間を意識する。最後に本学の過去問を利用し時間
配分を考えて演習する。特に大問２の文補充は他大学にない形式であるため過去まで遡って十分慣れておく必要がある。

【数学】
幅広い分野から出題されているので、不得意分野はなくしておくことが大切である．『チャート』等の標準的な参考書で定型問題の解法を習得し、
『チョイス』などの問題集に取り組み、定型解法は瞬時に頭に浮かぶようにしておきたい．場合の数と確率はやや高めの難易度の問題にも取り組
んでおきたい．解答欄があまり広くないので、特に数Ⅲの積分計算は簡潔に記述する練習もしておこう．過去問の類題が出題されることもあるの
で、過去問研究も有効である．

【化学】
マーク＋記述形式。第1問は正誤・計算などの小問集合。『化学の新標準演習』などをマスターしておこう。グラフ問題では縦・横軸に注意して現
象を捉えておこう。後半の記述形式では、理論と有機が出題されやすい。有機の構造式では記入例に注意しよう。反応式の係数や計算で使う分子
量などを工夫して覚えておくと時間の節約になる。高分子では構造と名称だけでなく、計算問題の対策をしておこう。

【物理】
『良問の風』等の標準レベルの問題集に取り組み、このレベルの問題にしっかり対応できる力をつけておくこと。また、グラフの描画問題がよく
出題されているので、過去問を用いて物理量の変化を数式に表し、それをグラフ化するという手順に慣れておこう。医学部の入試では、１つのミ
スが大きく響くので、日ごろの演習時からケアレスミスへの対策（解答の次元をチェックする、物理的に妥当な値になっているか検証する 等）
を行っておくこと。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題
集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に解く力をつけること。その上で、実験考察問題の対策として、『生
物［実験・考察問題］の特別講座』や『生物実験考察入門』などで基本的な実験考察問題の考え方を身につけておこう。また、問題の文章量が多
いため、早く的確に読みこなす必要がある。過去問を解くときには時間を計って解くなど、時間配分に対して慣れておこう。
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東邦大学

【数学】
幅広いの単元から出題されるため，全単元の基本事項を確実に覚えることが必須条件である．『チャート』等の標準的な参考書で定型問題の解法
を習得し，『チェック＆リピート』などの問題集に取り組み，定型解法は瞬時に頭に浮かぶようにしておきたい．難度の高い問題は出題されない
ため，『4SETP』等の教科書傍用問題集で短時間に集中して多くの問題を処理する練習も有効である．マーク方式なので計算ミスは致命的である．
自治医科大学や藤田医科大学の小問集合に取り組むことも有効である．

【化学】
マーク形式。定量性を問う計算やグラフが多いが、合成高分子の出題がない。かつて小問集合が特徴だったが、年々減少している。『エクセル化
学［総合版］』や化学資料集に取り組もう。実験問題では滴定や濃度計算が多く、操作や観察結果をイメージしながら迅速に解こう。有機では誘
導があるが、教科書にない反応過程が扱われることがある。過去問で出題内容を把握しよう。今後、医薬品、酵素、核酸に注意しておきたい。

【物理】
難易度自体はそれほど高くはないため，教科書傍用問題集や「良問の風」のような問題集で，基本～標準レベルの問題をやり込めば十分である。
しかしながら，2024年度は煩雑な数値計算問題が多く出題されたため，計算力も正答率に大きくかかわってくる入試となった。過去問演習の際，
しっかりと計算し，答えを出し切る訓練を積んでもらいたい。また，本番の入試では，計算問題は時間がかかってしまうため後に回し，それ以外
の問題から手際よく解答していってもらいた。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題
集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に解く力をつけること。問題量が多いことを考慮して、知識や計算の
正確さだけでなく速さも身につけていこう。過去問演習は、時間も考慮しながら行っていくこと。また、医学に関連の深い分野の正確な知識の習
得に加えて、「生態と環境」、「生物の進化と系統」からも出題が多い点に注意をして学習しておこう。

【英語】
読解問題対策としては「英語長文出題パターン演習２・３」を利用して選択問題に慣れる。医療科学系の長文が頻出であるため、「私大医学部の
英語 長文読解編」を演習するとよい。読解問題はほぼ変化がないので、過去問で選択肢の吟味の仕方をマスターする。大問4の誤り指摘対策とし
ては「英文法・語法良問500 誤文訂正編」を1冊仕上げる。誤り指摘は慣れていないと、なかなか正解できないので必ず演習する。余裕があれば
東北医科薬科大や杏林大医学部の2017年以前の入試問題を演習してもよい。大問5の正文選択も初見では苦労するので、本学の過去問や2020年以前
の近畿大学医学部の大問２で慣れる必要がある。今年度は細部の英文法のミスを基準に消去するタイプではなく、英文解釈に近い問題で、選択肢
の英文を和訳した内容が最も近いものを選ぶものが中心であったので、直接得点に結びつきそうになくても、「英文熟考上・下」などを使って解
釈力の土台を作っておくとよい。
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日本大学
【英語】
易しい問題が多いため、基本事項を定着させることが必要である。まず「ターゲット1900」と「ネクストステージ」を終える。読解は「やってお
きたい英長文300・500」、「英語長文出題パターン１・２」を演習する。文法・語彙・語法・語句整序の出題率が高いので、「英文法ファイナル
標準編」、「英文法・語法良問500 空所補充編・整序作文編」もやっておきたい。ラボ生ならばチェックテスト読解のベーシックをやってもよい
だろう。特別なことをやる必要はなく、基本をしっかり習得し、復習して知識を定着させることが大切である。

【数学】
幅広い単元から出題されるため，全単元の基本事項を確実に覚えることが必須条件である．『チャート』等の標準的な参考書で定型問題の解法を
習得し，60分で6題と時間が厳しいため定型解法は瞬時に頭に浮かぶようにしておきたい．難度の高い問題は出題されないため，『4SETP』等の教
科書傍用問題集で短時間に集中して多くの問題を処理する練習をしておくとよいであろう．マーク方式なので計算ミスは致命的である．自治医科
大学や東邦大学の過去問に取り組むことも有効である．

【化学】
マーク形式。他学部と共通のN方式で解きやすい問題が多い。教科書や『チャート式化学基礎・化学』などで現象をイメージできるようにしよう。
全分野から広く出題されるので、幅広く理解をしておく必要がある。『マーク式基礎問題集化学基礎・化学[理論・無機][有機]』『ベストフィッ
ト化学基礎・化学』で計算と知識を確認しよう。本学はもちろん、岩手医科大学や私大薬学部など傾向が近い過去問も進めておこう。

【物理】
物理の入試問題は非常に簡単である。つまりは，高得点の争いとなることが予想される。準備としては，「良問の風」レベルの問題集を繰り返し
解き，その上で同形式，同程度の入試問題（岩手医科大学，獨協医科大学，福岡大学など）を用いて演習を積み，正答率を安定させる訓練を積ん
でおきたい。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題
集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に解く力をつけること。全範囲のしっかりとした基礎知識を身につけ
て苦手分野を作らないことが重要である。頻出の計算問題が苦手なら『ゼロからはじめる計算問題の解き方』や『大森徹の生物計算・グラフ問題
の解法』を使って苦手を克服しておくこと。
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日本医科大学
【英語】
大問３対策として、「ターゲット1900」を利用して、語彙、発音、アクセントの学習をする。誤り指摘と空所補充では文構造に関する問題も出題
されるので、「エバーグリーン」で文法の本質を理解するとよい。さらに「英文熟考上・下」で文構造を意識した英文解釈を練習すると、大問３
の空所補充や大問1の内容説明にも役立つ。大問１の長文対策としては2,000語程度の超長文が出題されるため「やってきたい英長文700」と「やっ
ておきたい英長文1000」で段落要約を意識し、内容把握に重点をおいて演習する。本学特有の形式に対応するために選択問題は必ずそれを選んだ
理由を記述する。大問２の自由英作文は長文のテーマに関する問いであるため、読解演習した英文のテーマで100語程度の英文を書くとよい。自由
英作文に不慣れな場合は「英作文のトレーニング・自由英作文編」で土台を確立する。本学の問題は知識を問う問題も多いが、同時に内容理解が
できていないと全く解答できない問題もあり、これらの問題には高い配点が与えられていると予想できるため、内容理解に重点を置いた方が得策
である。

【数学】
『チャート』等で全範囲の頻出問題の解法を習得した上で，『プラチカ』や『スタンダード数学演習」 等のややレベルの高い問題集で，複数の
分野を融合させた総合的な問題の演習に取り組むとよいであろう．特に数学Ⅲは，難関大学の過去問の演習もよい．計算力や論証力を養うために
も，『やさしい理系数学』，『理系数学 入試の核心 難関大編』，『医学部攻略の数学』等を使って記述形式の問題で練習しておいた方がよい．
時間内に解答可能な問題を見極める訓練もしておこう．

【化学】
記述形式。実験に関する設問が多く、やや難度の高い設問が出題される。理由説明の記述も頻出である。過去問で形式やレベルを把握しておこう。
『化学の新研究』で知識を深め、『化学重要問題集』や『化学の新演習』を繰り返し解いて攻略しておこう。普段から様々な機能性物質や化学現
象に興味を持つことも大切である。良問が多い本学前期・後期だけでなく、国公立大医学部、慶應義塾大学、東京慈恵会医科大学の過去問も効果
的である。

【物理】
まずは標準的な問題集（「良問の風」「名問の森」など）を解き込み，典型的な問題であればスラスラと解答できる力を養ってもらいたい。次に
過去問を用いて，本学の問題の難易度を確認し，制限時間内に高得点（約８～９割）を獲得する練習を積んでいってもらいたい。ケアレスミスだ
けには十分注意をすること。

【生物】
大問1、2は基礎から標準レベルの知識問題が中心になっているので、ここで点数をしっかり取りたい。そのためにも教科書の傍用問題集レベルの
問題を正確に解けるようにする。さらに『理系標準問題集』『良問問題集』などに取り組んで知識を強化する。さらに大問3対策として『思考力問
題精講』『実戦生物実験・考察問題集』などに取り組んで思考力・考察力を高めるとよい。問題の構成が非常に特徴的なため、過去問については5
年分以上取り組むことが望ましい。その中で時間の使い方に慣れていくとよい。
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北里大学
【英語】
語彙力を高めるため「ターゲット1900」の学習は欠かせない。その際に意味を覚えるだけでなく品詞の確認とその派生語までしっかり覚える。今
年度の大問３では品詞の知識が必要であったためである。次に「ネクスト・ステージ」を仕上げ土台を作る。さらに文構造を把握する力が問われ
ているため、「英文熟考上・下」で文構造を考えながら和訳の練習をする。読解内容を把握する練習には「やっておきたい英長文500・700」と
「英語長文出題パターン２・３」の演習をする。特に内容一致問題に重点を置く。余裕があれば「英文法ファイナル標準編」と「英文法・語法良
問500 空所補充編・整序作文編」もやっておきたい。最後に本学の過去問を利用して、本学特有の選択肢に慣れ、時間内に解答できるように練習
する。

【数学】
『チャート』や『チョイス』といった標準的な参考書や問題集に取り組み，定型的な問題は確実に解けるようにしておくことが必要である．8試験
時間80分で小問を40分，大問を残りの40分でこなす練習を重ねておきたい．その際，小問は複数の解法からベストな方法を瞬時に選択できるよう
にしておきたい．解ける問題を確実に得点することが最も大切である．要領よく計算する練習にも取り組んでおこう．特に，数学Ⅲからの出題が
多めなのでしっかりとおさえておきたい．

【化学】
マーク形式。2科目100分だが、出題量が多い。同様の形式・傾向が続いているため、数年分の過去問を解いて全体像を把握しておこう。正誤、計
算、グラフを含め、幅広く出題される。『ベストフィット化学基礎・化学』『エクセル化学［総合版］』などで繰り返し演習を行う。有機は脂肪
族・芳香族の構造・性質をおさえておこう。本学過去問以外に本学他学部、日本大学、埼玉医科大学などのマーク形式の問題も有効である。

【物理】
問題の難易度は基本～標準レベルであり，入試標準レベルの問題集（例えば良問の風など）をやり込めば十分に対応できる。しかしながら，試験
時間に余裕はないため，過去問演習時から「先に解く問題」，「あとにまわす問題」を見極め，時間内に合格点を獲得する練習を行っていきたい。
また，各設問に多くの選択肢が用意されいるため，次元がおかしな選択肢は排除する等して選択肢を絞り込むことができる。どうしても解法が思
いつかなかった場合などは，絞り込んだ選択肢から逆算的に解き方を分析したりも可能である。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題
集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に速く解く力をつけること。問題の文章量が多いので正確さとともに
速さを身に付ける練習を。計算についても、一通り問題集の典型的なものを演習した上で、過去問にあたって慣れておく必要がある。過去問につ
いては、医学部の問題はもちろんだが、本学の他学部の問題も医学部と似たような 出題形式なので、併せて演習することをお勧めする。
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聖マリアンナ医科大学
【英語】
語句の空所補充が多いため語彙力養成が必須。単語帳を1冊しっかり覚える。さらにオールインワン系の問題集（ネクストステージなど）で文法・
語法・語彙・イディオム・会話表現を覚える。読解対策として「英語長文出題パターン２・３」「やっておきたい英長文500・700」を利用して大
問２の内容一致対策、「新こだわって！英語長文読解標準」で記述対策をするとよい。余裕があれば誤り指摘問題集を演習すると大問３の適文選
択で役に立つが、今年度は文法的な観点で消去できる問題が減少したので、会話表現を覚えた方が得策かもしれない。大問２の文整序は難しいの
で、まず東海大の過去問で慣れ、杏林大の過去問で実践演習するとよい。他の私大医学部入試問題と比較すると、日本語による記述量が多く、合
否を分ける問題となるため、100語～150語の日本語での内容説明の練習と講師による添削は欠かせない。

【数学】
大問１～３は通常の解法で解ける問題が多く出題されるので，『チャート』や『チェック＆リピート』などの標準的な参考書・問題集で定型解法
の習得に取り組んでおくとよい．ただし，日頃から数値が煩雑になる問題でも面倒がらずに計算する習慣をつけておくべきである．この大問１～
３でしっかり得点することが重要である．大問４は完答できなくてよいので，整数問題や背理法，数学的帰納法などの証明問題の練習をしておく
とよい．

【化学】
記述形式で試験時間が長い（2科目150分）。過去の問題と近い内容が扱われることがあるため、前期・後期の内容を把握しておこう。数行の論述
対策では重要語句の定義や考察内容もあり、普段から化学現象、実験操作の意味を簡潔に説明する練習が必要である。『ベストフィット化学基
礎・化学』『エクセル化学［総合版］』などで、計算問や論述だけでなく、用語・化学反応式を広範囲にチェックしておこう。

【物理】
過去には非常に解きづらい問題が散見されていたが，ここ数年は非常に解きやすい問題で構成されている。この難易度が続くのであれば，教科書
傍用の問題集や「良問の風」程度の問題集を解き込めば，十分に高得点を獲得できる力はつくだろう。本学の物理入試では，合格点が非常に高く
なることが予想されるので，過去問演習を通じてケアレスミスへの対策を行っておきたい。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題
集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に解く力をつけること。論述問題と計算問題が合否を分けるため、
『記述・論述問題の完全対策』や『大森徹の生物計算・グラフ問題の解法』などを使って典型的な問題は一通り解けるようしておこう。また、過
去問の類似問題が出題されることもあるため、過去問演習は極めて有効であり、丁寧に取り組んでおきたい。
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東海大学
【英語】
大問１の長文対策としては「英語長文出題パターン２・３」や内容一致問題の多い共通テストの論説文などを演習する。段落要約を心掛け、選択
肢を吟味する際には消去法も駆使する。大問２の文法問題は最近の傾向に反して、純粋な文法事項を問うものが多いため、「エバーグリ―ン」で
内容を理解してから、オールインワン系の問題集（「ネクストステージ」など）の文法分野を中心に演習する。大問３の同意語問題は難しいもの
もあるが、文脈判断、もしくは消去法で正解できる。大問４・５・６は過去問で練習すれば問題ない。最後に記述式の大問７・８だが、英文和訳
は「英文熟考・上下」「英文解釈技術70」を利用し、今年度の様な構文の出題に備えておく。和文英訳は「Z会の英作文のトレーニング・標準編」
を利用して十分に練習しておきたい。時間の使い方も重要であるため過去問演習も欠かせない。

【数学】
まずは，『チャート』などの標準的な参考書で基本的な解法を習得することが必要である．小問集合で時間を使い過ぎないために，問題文を読ん
で瞬時に解法が浮かぶようになるまで，繰り返し学習することが重要である．その上で，本大学の過去問や杏林大学・獨協医科大学・川崎医科大
学などの過去問を使って誘導形式の練習に取り組むとよい．

【化学】
マーク＋記述形式。理科1科目のみの70分。問題は基本～標準レベル。計算が頻出で、高分子の出題が続いているため、『ベストフィット化学基
礎・化学』『エクセル化学［総合版］』などで演習を積んでおこう。無機だけでなく、様々な化学反応式（酸化還元滴定、反応エンタルピー、有
機化合物など）も書けるようにしよう。参考書や『フォトサイエンス化学図録』で知識を習得しよう。過去問は2日間ともに解いておくとよい。

【物理】
ここ数年は難易度が落ち着いている印象である。そのため，過去の非常に難易度が高い年度の過去問を用いた対策は必要ない。ここ数年（2024，
2023）の2日程分の過去問を用いて演習しておくといいだろう。問題の難易度はいたって標準的であるので，「良問の風」，欲を言えば「名問の
森」程度の問題集を繰り返し行い，典型題の経験値を上げておきたい。また，解答形式が特殊であるので，記述式とマーク式の両方に慣れておく
こと。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題
集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に解く力をつけること。考察問題が頻出なので、苦手な場合は『生物
［実験・考察問題］の特別講座』や『生物実験考察入門』などで基礎を固めた後、過去問などを使って演習をしていくとよい。また、頻出の計算
問題対策も兼ねて、『大森徹の生物計算・グラフ問題の解法』を学習しておくとよい。さらに、『記述・論述問題の完全対策』などを使って典型
的な論述問題も一通り解けるようしておこう。
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金沢医科大学
【英語】
空所補充・同意語選択の出題率が高く読解の基礎となるので、「ターゲット1900」で語彙力をつける。以前より文法・語法に関する問題は減った
が、それでも空所補充などでは利用できるため、「ネクストステージ」は1冊しっかり仕上げておきたい。読解量が多いため速読に重点を置きがち
だが、まずは「やっておきたい500・700」や「英語長文出題パターン演習２・３」を利用して精読から始めるとよい。いくら速く読んでも内容が
理解できていないと、合格点には到達できない。速読はできた方がいいが、どうしても苦手であれば、精度を上げることで合格点に近づくことも
できる。直前期には本学の過去問で時間配分を考えながら演習しておくこと。

【数学】
難度の高い問題は出題されないため，頻出分野を中心に『チャート』や『チェック＆リピート』などの標準的な参考書や問題集で基本事項を習得
し素早く扱えるように十分に演習に取り組んでおくことが重要である．確率では数え上げ，微積分は図を描いて面積を求めることはしっかり訓練
しておく．同大学の過去問だけでなく，埼玉医科大学や獨協医科大学などの過去問で60分で4題解く練習も有効である．

【化学】
マーク形式。2科目90分。特有の出題形式のため、数年分の過去問やメディカルラボ『私立医学部大学別 実力判定テスト 金沢医科大学』などに取
り組んで傾向や時間配分を把握しておこう。解きやすい問題が多いが、まれに点差のつく設問もある。『高校これでわかる化学基礎・化学』など
を整理しておく。『ベストフィット化学基礎・化学』を繰り返して解答スピードを上げておこう。実験問題では実験の意義、器具の使用法や注意
点にも気をつける。

【物理】
ここ数年，大問数，難易度が落ち着いてきており，来年度も2024年度入試と同程度の入試になることが予想される。教科書傍用問題集程度の問題
集をやり込み，その上でここ数年の本学入試の過去問に取り組んでもらいたい。しかしながら，難易度等が落ち着くまでは，年度によって難易度
や設問数に大きなブレが生じていたため，注意が必要である。年度によっては難易度が高く，解答の方針が立たないような問題も散見された。こ
のような問題に出会った場合は，マーク形式の特性を生かして，選択肢や解答欄の形から逆算して解答の方針を立てるのも１つの手である。

【生物】
小問集合があり幅広い範囲が出題されるため、教科書の学習を全分野に渡ってきっちりと行う。『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問
題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。特に各分野の基本用語と典型的な計算方法の習得を意識して演習すること。その上
で過去問を使って特徴的な出題に慣れておけば十分に対応できる。頻出の計算問題が苦手なら『ゼロからはじめる計算問題の解き方』や『大森徹
の生物計算・グラフも問題の解法』を使って苦手を克服しておくこと。
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愛知医科大学
【英語】
語句の空所補充が多いため「ターゲット1900」をしっかり覚える。その際見出し語だけではなく、派生語や対義語などもすべて覚える。大問２に
単語完成もあるため必ず綴りも書けるようにする。次に大問３や長文中で出題される語句整序の問題集の演習も欠かせない。最初は「英語整序問
題が面白いほど解ける本」のような標準的な問題集から始め、「英語整序問題集精選600」で実践力を身に付ける。大問4の語・句補充は文脈だけ
ではなく、文構造や文法的観点から判断するものもあるため、「英文熟考上・下」で英文解釈の練習し、「エバーグリーン」を読んで、関係詞と
接続詞の役割を理解する。最後に読解だが「やっておきたい英長文300・500」や「1日30分・40分の英長文」などを使って、語句と文構造を意識し
た精読を心掛ける。メディカルラボ生であればチェックテスト読解のベーシックBやスタンダードBは空所補充に特化した形式であるため、これを
愛知医科対策に利用すると良いだろう。

【数学】
まずは『チャート』や『チョイス』などの標準的な参考書や問題集で定型的な問題の解法を身に付ける．ただし，表面的な解法の丸暗記では通用
しないので，解法の本質をしっかりつかむことが重要である．例えば，誘導がなくてもとけるようにしておきたい．その上で，『プラチカ』など
の標準的な国公立大学用の問題集などで，複数の分野にまたがった総合的な問題の演習をするとよいだろう．

【化学】
記述形式。2科目100分で大問２題構成になっているが、例年、出題量が多い。確実に典型問題を解けるように『ベストフィット化学基礎・化学』
『化学重要問題集』などをしっかり進めよう。理論では気体の性質、化学平衡、酸化還元、電気化学の計算力を強化しておく。有機では構造決定
が頻出だが、天然高分子も対策しておこう。これまで出題が少ない合成高分子も語句・性質・計算の3点をチェックしておくとよい。

【物理】
問題の難易度は標準的であるが，発展的な問題集に掲載されているテーマが出題されることもあるので，できれば「名問の森」「重要問題集」ま
で取り組んでおきたい。また，設問数が多く時間的な余裕がないので，過去問を用いて「落とせない問題」と「後に回す（捨てる）問題」を事前
に区別し，時間内に合格点が獲得できる戦略を練っておきたい。

【生物】
『理系標準問題集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を仕上げた上で、余裕があれば実験問題を中心に『生物標準問題精講』など発展的な
問題集にも取り組むと良い。論述問題が多いので、『記述・論述問題の完全対策』などで学習しながら、普段から用語の定義や内容を自分でアウ
トプットできるように練習しておく必要がある。また、描図問題もよく出題されるので、有名なグラフや図は教科書や資料集を参考にして書ける
ようにしておくとよい。
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藤田医科大学
【英語】
大問1・２は、どの問題集でも扱うような基本事項が出題されることは稀で、文法書には書いてあるが、それほど意識しなようなことも出題される
ので注意。対策としては文法書「エバーグリーン」を読み理解してから、「ネクスト・ステージ」を1冊仕上げる。その際に暗記に頼るのではなく、
なぜそれが答えになるのかを考え、消去法で解くとよい。余裕があれば語句整序の問題集「英語整序問題集精選600」も演習するとよい。大問３・
４の読解対策は「英語出題パターン２・３」を演習するとよい。ラボ生ならチェックテスト読解のベーシックA・スタンダードA・Bを演習すると、
本学で扱っている内容に近い題材の英文が多くあり、出題形式も似ているので積極的に利用して欲しい。大問5の長文は「やっておきたい英長文
700」で練習し、チェックテストハイレベルBを利用するとよい。大問6の英作文は「英作文のトレーニング必修編」で十分対応できる。最後に過去
問演習で時間の使い方を考える。

【数学】
小問集合対策としては，全範囲の基本的な知識の整備が欠かせない．『チャート』などの標準的な参考書の例題は全範囲にわたって解法をマス
ターし，最後まで自分の力で正解を出す練習を重ねておきたい．小問集のできが合否に大きく影響する．大問対策としては，国公立大学用の対策
が必要である．『チョイス』，『プラチカ』，『スタンダード演習』などの入試用問題集でしっかり練習を積み，また，答えを合わせることより
も解法の本質をつかむ訓練が重要である．さらに余裕があれば，少し難しめの国公立大学の2次試験の問題で論証の練習をするとよい．

【化学】
記述形式。標準レベルが多いが、出題量が多く解答スピードが必要である。まれに高度な解答力が必要となる。前期・後期の過去問はともに攻略
しておくとよい。『化学の新演習』の★★レベルを押さえておきたい。例年、正誤や文字式計算、グラフが多い。滴定実験、化学平衡、化学反応
式、構造決定や高分子計算が重視されている。24年度で類題出題のあったメディカルラボ『私立医学部大学別 実力判定テスト 藤田医科大学』が
有用である。

【物理】
本学入試の特徴は，①力学の出題では「剛体のつり合い」が頻出であること，②設問数が極端に少ない問題が出題されることがあることである。
まずは，入試標準レベルの問題集を用いて，剛体のつり合いについての様々な問題に触れておくといいだろう。また，設問数が少ない問題の対策
としては，問題集の問題の最後の設問を，途中の誘導なしで自力で解く訓練を積んでもらいたい。

【生物】
『理系標準問題集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を仕上げた上で、余裕があれば実験問題を中心に『生物標準問題精講』など発展的な
問題集にも取り組むと良い。人体に関連のある分野の詳細な知識問題への備えは必要であり、資料集や詳しい参考書を活用して対策をしておく必
要がある。例えば、肝臓、腎臓、膵臓などヒトの臓器や、受容器・神経・筋肉に関するやや詳細な問題が頻出するので、資料集などを使ってまと
めておくと良い。問題集で見たことのないような初見の問題や内容がわかりにくい問題が出題されることがあるので、過去問を使って慣れておく
べきである。
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大阪医科薬科大学
【英語】
まずは「ターゲット1900」で基本的な語彙力をつける。次に解釈系の問題集「英文解釈の技術70」や「英文熟考上・下」を利用して、文構造を意
識しながら、英文を自然な日本語に訳す練習を積む。今年度から３題に増えた内容説明対策として「1日40分の英長文」や「やっておきたい英長文
700」を利用して、内容理解中心の演習を心掛ける。昨年度までは指示語の内容を明確にする問題があったので、英文中の指示語も意識する。大問
３の英作文対策はＺ会の「英作文のトレーニング・必修編」から始め、余裕があれば「実践編」まで演習する。最終的には過去問を利用する。
2021年度以降難易度がやや易化したので2021・2022・2023年度の過去問を中心に演習するとよい。2020年以前も形式はほぼ同じなので、これらも
利用することは可能である。記述のみの出題であるため第３者に添削してもらう必要がある。

【数学】
まずは，『プラチカ』や『スタンダード演習』などを用いて標準的な国公立大学の誘導形式の問題演習を行うのがよい．数Ⅲは『１対１対応の演
習』で標準レベルをマスターし，『やさしい理系数学』や『数学Ⅲスタンダード演習』まで練習するのが望ましい．その上で難関大学の過去問な
どでハイレベルな問題演習を重ねていくとよいだろう．簡潔で要領を得た答案を作成する練習もしておいた方がよい．易しい順に問題が並んでい
るわけではないので，問題の難度を見抜く力も必要である．

【化学】
記述形式。『化学重要問題集』で基礎固めして『化学の新演習』などの難易度の高い問題で対応力をつけた上で、難関国公立大学や本学前期・後
期の過去問にも取り組もう。論述問題の対策も必須で、理由説明が出題されている。差がつく大問1～2題が勝負どころなのである。近年、合成高
分子の出題がないが、今後の出題を想定しておこう。教科書の発展的内容の理解や関連物質の融合問題に取り組んで応用力をつけておくとよい。

【物理】
ここ数年は，典型問題からの出題が目立つ。この傾向はしばらく続くと予想されるが，過去には難易度が高い問題も出題されたことがあるため，
標準レベルの問題集だけではなく，少し発展的な問題（標準問題精講，本学過去問など）にも取り組んでおきたい。また，小問集合内における電
力輸送や次元解析の問題は頻出であるので，過去問を利用して対策ををしてもらいたい。また，小問集合は他の大問に比べ時間がかかる傾向にあ
るため，小問集合は後回しにするなど，試験時間の使い方には気を付けてもらいたい。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題
集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に解く力をつけること。論述問題は『記述・論述問題の完全対策』な
どで学習しながら、普段から用語の定義や内容を自分でアウトプットできるように練習しておく必要がある。また、描図問題もよく出題されるの
で、教科書や資料集などで有名なグラフや図を確認するクセをつけておくこと。
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関西医科大学
【英語】
本学は形式が大きく変更することがあるため注意しておきたい。1,000語程度の読解と英作文の演習が対策としては欠かせない。読解は「やってお
きたい英長文700・1,000」を利用して内容理解中心に演習する。大問1の内容真偽はほぼすべての段落の内容が問われるため、段落要約しながら、
英文全てを読むよう心掛ける。大問２の記述は今年度の本文から抜き出す形式なら問題ないが、昨年度の様に自分で英語を書かなくてはならない
こともあるため、内容説明を英語で書いてみるなどの工夫ができたらなおよい。英作文は「Z会 英作文のトレーニング必修編・自由英作文編」を
使って英語での表現力を高めてから、同じ形式の広島大学の過去問で練習しておく。今年度と昨年度の過去問は必ず解いておく。出題形式が変
わっても、長文の内容理解と英作文を中心に学習すれば対応できるはずである。

【数学】
まずは『チャート』や『チョイス』などの標準的な参考書や問題集で定型的な問題の解法を身に付ける．その上で，『プラチカ』などの標準的な
国公立大学用の問題集などで，複数の分野にまたがった総合的な問題の演習をするとよいだろう．ハイレベルな理工系学部の過去問で難度の高い
誘導形式の問題演習に取り組むのもよい．2023年度の出題はなかったが，2016年から2022年まで領域やグラフを図示させる問題が出題されている
ので演習はしっかり積んでおきたい．

【化学】
記述形式。計算問題が頻出で、計算量が多いことがある。『エクセル化学［総合版］』『化学重要問題集』などの解答スピードを上げても精緻に
できるようにしよう。『化学の新研究』や教科書の発展的内容に取り組み、問題集で扱われにくい反応過程や現象、日常や生命に関連する化学物
質をおさえておく。例年、大学HPで問題とあわせて解答がいち早く公開されているので参考にしよう。しっかり前期・後期の過去問演習に取り組
むとよい。

【物理】
問題自体は非常に難易度が高い。しかしながら合格点を獲得するためには，難易度が高い問題よりは，典型問題をとれだけ正答できるかにかかっ
ている。入試本番では，見たことないような問題は後に回し，問題集で見たことのあるような典型問題から丁寧に解答していくといいだろう。一
通り典型問題を解き終わったあとに，残った時間を高難度の問題を丁寧に仕上げていきたい。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題
集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に速く解く力をつけること。15年度以降、大問1は小問集合である。
「すべて選べ」の形式が多く、正確な知識が必要となる、本学の過去問はもちろん、兵庫医科大学の大問1も同様の形式なので取り組んでおくとよ
い。頻出である計算問題の対策もしておこう。「体内環境」、「代謝」、「遺伝情報とその発現」の出題頻度が高くなっているので、この分野に
関しては特に資料集なども使いながらより細かく発展的な＋αの知識をつけておくとよい。
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近畿大学
【英語】
まずはターゲット1900で語彙の土台を作る。本学は更に高いレベルの語彙力を要求しているので、「鉄緑会英単語・熟語 鉄壁」や英検準1級の単
語帳まで学習するとよい。純粋な文法問題はあまり出題されないので「ネクストステージ」の語法・熟語・語彙の分野を中心に学習する。読解は
選択問題の多い「英語長文出題パターン演習２」から始める。次に「英語長文出題パターン演習３」で英文内容の理解だけではなく選択肢の吟味
の仕方も学習する。仕上げとして他大学（埼玉医科・岩手医科・東北医科薬科・東海・久留米など）にも段落ごとの内容一致問題があるので、こ
れらの問題で出題形式に慣れる。本学の選択肢は他の大学よりも語彙レベルが高く、選択肢が複雑であり、分量も多いので、直前期には必ず本学
の過去問（主に2021年以降のもの）を演習する。

【数学】
60分で大問3で手間のかかる問題も多いため，瞬時に解法が浮かぶようになるまで『チャート』などの標準的な参考書を繰り返し学習し，その上で，
誘導形式の問題を数多く演習しておくとよい．複雑な場合分けや，場合の数の数え上げなどをテキパキこなして正解を出す練習を重ねておきたい．
また，短時間に集中して解くことにも慣れておくことも重要である．

【化学】
記述形式。『エクセル化学［総合版］』『化学重要問題集』などで理論の計算と有機の構造決定を確実にマスターしておく。解答例を参考にして、
計算過程の記述スキルを上げておく。新規性のある設問が含まれることがある。良問揃いの過去問（推薦・前期・後期（17年度以降））で演習を
積んでおこう。高分子は特に計算対策をしておこう。24年度前期で類題出題がある『私立医学部大学別実力判定テスト近畿大学』をオススメする。

【物理】
問題集などで見かけないテーマが扱われるので，一見難しそうに見える入試である。しかしながらこの手の問題は，問題文をしっかりと読み込ん
で問題の意図をとらえることができれば，それほど難しいものではない。過去問（推薦入試のものも含む）を利用して，問題文から問題の意図を
読み取る訓練を積んでおきたい。また，過去にはグラフの描図問題や原子からの出題が頻出であったため，これらに対しても過去問を用いて対策
しておきたい。

【生物】
まずは『理系標準問題集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に速く解く力を身につけよう。「免疫」や「動
物の反応」などの人体に関わりが深い分野では、細かい知識を問われる場合もあるので、資料集などを使い深く広い学習をしておくこと。字数制
限のある論述問題が頻出で、ここが合否を分ける。そのため、『記述・論述問題の完全対策』などで演習し、十分な対策をしておこう。また、推
薦入試と一般入試に問題レベルの差はほとんどなく、形式も似ているため、特に長文の論述対策として過去問演習でどちらにも取り組んでもらい
たい。
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兵庫医科大学
【英語】
90分で大問4題しかなく、内容を問う問題は皆無であるため、速読を意識する必要はない。その代わりに語句整序や単語の空所補充が多く出題され
るため、500語程度の英文を精読するとよい。特に近年医療系の英文が多く出題されるので、医療系単語も学習したほうがよい。英文和訳問題も3
題出題されるため、「英文熟考上・下」で文構造を意識して日本語に直す練習をする。さらに「やっておきたい英長文300・500」や「1日20分・30
分の英長文」を演習し、復習として全訳をするとよい。空所補充対策としてメディカルラボの読解チェックテストのベーシックBとスタンダードB
を演習することを勧める。最後に大問4の和文英訳対策としてZ会の「英作文のトレーニング必修編」の演習は必須である。さらに余裕があれば
「英作文のトレーニング実践編」まで演習できるとよいだろう。

【数学】
小集合は基本的な問題が多いため，『チャート』などの標準的な参考書で定型問題に対する解法を習得しておく．2022年[1](5)では，平均値の定
義から推察させる問題が出題されており，解法の丸暗記ではなく本質を理解しておく必要がる．大問対策としては『チョイス』や『プラチカ』な
ど標準的な国公立大学の誘導形式の問題演習に取り組んでおく．コロナ以前は非常に難度の高い問題も出題されていたため，難関国公立大学の問
題にも取り組み思考力を養うのがよい．また，2022年度はすべて論述形式であったため，簡潔な答案を作成する練習も必要であろう．

【化学】
記述形式。計算問題の導出過程を記す解答欄が大きいことが特徴。グラフ作成も頻出なので、過去問を参考に軸や反応量に注意して記載練習を積
んでおこう。『化学重要問題集』の解答をわかりやすく迅速に記せるようにしよう。理論の計算やグラフだけでなく、有機の構造決定も進めてお
こう。他大学過去問に多く取り組んでおくとよい。『私立医学部大学別実力判定テスト 兵庫医科大学』で解答作成のスキルも磨こう。

【物理】
本学の攻略法は，なんといっても問題の難易度の見極めである。非常に問題数が多いため，あまり時間がかからない軽い問題と，計算や解法分析
に時間がかかる重たい問題を，問題を解き始める前にある程度判断し，まずは軽い問題から解いていってもらいたい。軽い問題をほぼ完答できれ
ば，十分に合格点に達する。欲を出して全てを解こうとはせず，軽い問題を丁寧に解いていってもらいたい。

【生物】
まずは『理系標準問題集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に速く解く力を身につけよう。09年度以降、大
問1は小問集合である。「すべて選べ」の形式が多く、正確な知識が必要となる、本学の過去問はもちろん、関西医科大学の大問1も同様の形式な
ので取り組んでおくとよい。また、論述問題の出題も多いため、『記述・論述問題の完全対策』などで演習し、十分な対策をしておこう。毎年時
間に対する問題の分量が多いので、できるだけ多くの年度の過去問演習を時間を気にしながら行って、感覚をつかんでおきたい。
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川崎医科大学
【英語】
大問１の空所補充や長文中の空所補充や同意表現などで語彙力が必要となるので、「ターゲット1900」をしっかり覚える。次に「ネクストステー
ジ」の文法・語法・イディオム・語彙の分野を学習する。読解は「やっておきたい英長文300・500」と「英語長文出題パターン１・２」を演習す
る。特に後者の問題集では選択問題を解答する際にただ正解を選ぶだけではなく、誤りの選択肢がなぜ誤っているかを考えるとよい。これができ
ると大問２と３の読解問題で出題される内容説明や内容一致のやや難しい問いをも正解できるようになる。最後に過去問で傾向を掴んでおくとよ
い。川崎医科特有の選択肢に慣れるためにも3年～5年分の過去問を演習することが望ましい。

【数学】
標準的な難度ではあるが出題分野は年によってばらつきがあるため，『チャート』などの標準的な参考書で基本的な解法はすべて習得しておく．
特に，微積分の範囲は比較的得点しやすいので，重点的に練習しておくとよいだろう．計算力が必要な問題も多いため，計算練習は欠かせない．
本学の過去問に取り組んでおくとよい．誘導形式の問題練習としては獨協医科大学，杏林大学の過去問で練習するとよい．

【化学】
マーク形式。第1問は化学基礎メイン、第2問・第3問は化学がメインの小問集合。計算と知識の問題バランスがよい。『ベストフィット化学基礎・
化学』などを活用するとよい。『チャート式化学基礎・化学』などの参考書を熟読し、化学資料集に載っている化学物質・医薬品・新規性の新素
材・ノーベル賞の研究内容などの理解を深めておこう。解ける知識問題で時間短縮できるように過去問やマーク形式の演習も必須である。

【物理】
基本～標準レベルの問題が中心であるが，年度によっては典型的な問題集には載っていないような，受験生が初めて見る題材が出題されたことも
ある。このような問題は，比較的誘導が丁寧であるため，過去問を用いて誘導にのって解答する練習をしておきたい。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。幅広く正確な知識を身につ
けることが最も有効である。特別難しくはないが考察問題が毎年のように出題されている。苦手ならば『生物［実験・考察問題］の特別講座』や
『生物実験考察入門』などで基本的な実験考察問題の考え方を身につけておこう。
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久留米大学
【英語】
本学の入試問題では高い語彙力が問われている。そのため語彙力養成が必須。「ターゲット1900」で語彙の土台を形成し、「英検準1級単語・熟語
問題」や「出る順パス単英検準1級」で本学の入試に対応できるまで語彙力を高める。読解問題は内容一致中心の出題であるため、「英語長文パ
ターン演習２・３」を段落要約しながら演習する。ラボ生なら読解のCTスタンダードAを演習してもよい。大問２の不適文削除は岩手医科やセン
ター試験の過去問で練習しておく。大問３の英文中語句整序は文構造が理解できていないと答えが出ないため、「英文熟考上・下（新版）」で文
構造を意識して解釈する。記述問題は英作文と和訳を土台とした問題であるため、「Z会英作文のトレーニング・必修編」と前述の「英文熟考上・
下」を演習してから、本学の過去問に取り組む。

【数学】
まずは『チャート』や『チョイス』などの標準的な参考書や問題集で定型的な問題の解法を身に付ける．ただし，表面的な解法の丸暗記では通用
しないので，解法の本質をしっかりつかむことが重要である．例えば，誘導がなくてもとけるようにしておきたい．その上で，『プラチカ』など
の標準的な国公立大学用の問題集などで，複数の分野にまたがった総合的な問題の演習をするとよいだろう．

【化学】
記述形式。第1問は小問集合。計算問題、理由説明が頻出だが、24年度前期は知識問題のみだった。『ベストフをット化学基礎・化学』『エクセル
化学［総合版］』に取り組み、その論述問題も把握しておこう。大阪医科薬科大学や愛知医科大学なども有効である。前期・後期の過去問を活用
して、苦手な項目をリストアップして対処しよう。有機では基本的な反応や性質を習得した上で、糖やアミノ酸・タンパク質、合成高分子に備え
よう。

【物理】
問題がそれほど難しくはないので，ケアレスミスや問題文の読み違いなどが致命傷となる。過去問演習をする際は，しっかりと時間を測り，もし
時間内に解き終えたとしても本番同様，丁寧に見直しをし，ミスを減らす工夫や対策を練っておきたい。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題
集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に解く力をつけること。「生態と環境」や「生物の進化と系統」など
の生物の後半の単元まできっちりと仕上げること。計算問題と論述問題が合否を分けるので、『大森徹の生物計算・グラフ問題の解法』や『記
述・論述問題の完全対策』などを使って対策しておこう。また、100字以内の論述問題には、知識だけでは書けない考察問題が含まれる場合がある。
その対策としては、単なる暗記ではなく、普段から様々な生命現象について多方面から考えて理解する学習をすると良い。
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産業医科大学
【英語】
読解問題と自由英作文のみの出題であるため、国公立2次試験に似ている。まずはターゲット1900を利用して語彙力を高め、「やっておきたい
700」「1日40分の英長文」で入試基礎力を確立する。さらに記述力を高めるため国公立大2次対策問題集（新こだわって！英語長文読解標準など）
を演習するとよい。大問1の空所補充のみの読解問題対策はまず選択式の問題（岩手医科・兵庫医科・浜松医科などの過去問）で慣れ、その後熊本
大理系の過去問に取り組むとよい。自由英作文は他大学のテーマでも構わないので、「100語程度の英文を書くことに慣れる」をテーマに学習する。
語数はここ数年100語程度に固定されているので、型を作っておくと解答時間を削減できる。最後に本学の過去問を3年から５年分演習する。

【数学】
2021年度から出題されている大問1は本大学の過去問を経験しておくことが大切である．小問集合は幅広い分野から出題されているので，『チャー
ト』などの標準的な参考書で定型解法を素早く確実に解けるようになるまで繰り返し練習しておく．本大学の過去問や藤田医科の小問集合に取り
組むのもよい．大問は『チョイス』などの標準的な問題集や，標準的な国公立大学の過去問で誘導形式の問題演習をしておこう．計算を工夫した
り，複数の解法を考えるなどして思考力を養っておくとよいだろう．分量が多いので，解ける問題を確実に解くことが重要である．

【化学】
記述形式。2科目100分、高分子を含めて計算問題が多く、『ベストフィット化学基礎・化学』『エクセル化学［総合版］』の計算問題などに取り
組んで解答力を身につけておこう。論述は、本学過去問だけでなく、久留米大学などの簡潔な理由説明を求める問題を活用するとよい。普段から
無機は化学反応式や各種物質の性質をまとめておこう。有機は主要な化合物の分子量や性質を把握しておくと、計算時間の短縮と正確さにつなが
る。

【物理】
問題の難易度としては「名問の森」程度の標準的な問題集を解き込めば十分である。あとは，難易度が落ち着いた2022年度以降の過去問を用いて，
問題を解く順番，誘導にうまく乗るなど，実践的な訓練を積んでもらいたい。

【生物】
『理系標準問題集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を仕上げた上で、実験問題を中心に『生物標準問題精講』など発展的な問題集にも取
り組むと良い。発展的な知識とプロセス重視の実験問題が頻出するので、普段から、様々な実験の結果の意味だけでなく、手続きについてなぜそ
うするのかや、実験の背景なども一緒にまとめておこう。普段から資料集の実験などを自らの手でまとめるなど、書く練習をしておきたい。教科
書レベル以上の問題が多く出題されるので、教科書はもちろん、教科書に詳しい説明がないことについても貪欲に調べる姿勢が必要である。
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福岡大学
【英語】
大問1の英文和訳対策としては、「英文熟考上」「英文解釈技術70」などの解釈本を1冊仕上げれば対応できる。大問２の長文対策は「1日30分の英
長文」「英語長文出題パターン１・２」を精読し、選択肢は消去法を駆使して正解することに集中する。大問３の文法問題と５の語句整序対策は
まず「エバーグリーン」を学習し「文法の基礎力を身につけるトレーニング」で確認後、「ネクストステージ」「英文法・語法良問500・空所補充
編・整序作文編」「英語整序問題精選600」で徹底演習する。大問３と５は全体の問題数の半分以上を占めているので、読解以上に時間をかけて学
習することが望ましい。最後に発音問題は「短期で攻める最頻出発音・アクセント300」を演習する。本学の問題は難易度が標準的で、分量も少な
いため取り組みやすいが、近年減少傾向にある発音や文法も出題されるため、読解中心の勉強だけでは対応できないことを留意しておきたい。

【数学】
幅広い分野から出題されるので『チャート』や『チョイス』などの標準的な参考書や問題集で苦手分野を作らないような演習をしておくことが必
要である．例年，[3]は数Ⅲの微積分からの出題であり確実に得点したい所ではあるが，計算力が必要となる傾向にあるので微積分の計算はしっか
り練習しておきたい．また，解答スペースが狭いため，必要なことを清書する特訓も重ねておきたい．ケアレスミスがないように，解答を見直習
慣をつけておくとよだろう．[1]，[2]はそれぞれ1問ずつ難しめの問題が出題されるので，それ以外は確実に得点する。

【化学】
記述形式。第1問は小問３問が定番。それ以降の大問はリード文の空所補充への選択問題が頻出である。参考書や化学資料集、『ベストフィット化
学基礎・化学』などで実験操作のイメージ構築しておこう。選択問題が多いため、迅速に解答しよう。入試では、やや難度の高い問題が合否を左
右するので、各年度の過去問をチェックして、勝負問題を見極めておこう。メディカルラボ『私立医学部大学別 実力判定テスト 福岡大学』にも
取り組とよい。

【物理】
非医学部の入試問題も，医学部入試に用いられる問題と，レベル，出題形式，難易度がほぼ同じである。つまり，医学部以外の学部の入試問題も
練習に用いることができる。余裕があれば，医学部以外の入試問題も活用して，過去問演習を行ってもらいたい。

【生物】
まずは『リードα』や『セミナー』などの教科書傍用問題集レベルの問題集でしっかりとした基礎力を身につけよう。その後、『理系標準問題
集』や『良問問題集』などの標準的な問題集を使って、典型的な問題を確実に解く力をつけること。過去問については、医学部の問題はもちろん
だが、本学の他学部の問題も医学部と似たような出題形式なので、併せて演習することをお勧めする。
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問題集・参考書一覧（英語）
テキスト名 出版社名 難易度 備考

大学受験スーパーゼミ 徹底攻略 入門英文解釈の技術70 桐原書店 易

1日20分の英語長文15 河合出版 易

英語長文出題パターン演習１ 河合出版 易

やっておきたい英語長文300 河合出版 易

英単語ターゲット1900 6訂版 旺文社 標準

Next Stage 英文法・語法問題 4th Edition 桐原書店 標準

英文法・語法 良問500+4技能 空所補充編 河合出版 標準

英文法・語法 良問500+4技能 誤文訂正編 河合出版 標準

英文法・語法 良問500+4技能 整序英作文編 河合出版 標準

英文法・語法問題 GRAMMAR MASTER グラマスター 改訂第2版 Z会 標準

総合英語Evergreen いいずな書店 標準

総合英語Evergreen 完全準拠文法問題集 文法の基礎力を身につけるトレーニング いいずな書店 標準

大学受験スーパーゼミ 全解説 実力判定 英文法ファイナル問題集 標準編 桐原書店 標準

大学入試 関正生の英語の発音・アクセント プラチナルール KADOKAWA 標準

短期で攻める最頻出問題 発音・アクセント300 桐原書店 標準 購入不可

大学受験のための英文熟考 上 改訂版 旺文社 標準

1日30分の英語長文15 河合出版 標準

英語長文出題パターン演習２ 河合出版 標準

やっておきたい英語長文500 河合出版 標準

大学入試 レベル別 英語長文問題ソリューション 最新テーマ編1 スタンダードレベル かんき出版 標準

必修編 英作文のトレーニング Z会 標準

※「学校採用専用」「購入不可」についての入手は、中古等になります。
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問題集・参考書一覧（英語）
テキスト名 出版社名 難易度 備考

英検準1級 でる順パス単 5訂版 旺文社 難

英検分野別ターゲット 英検準1級 単語・熟語問題 旺文社 難

改訂版 鉄緑会 東大英単語熟語 鉄壁 KADOKAWA 難

英語整序問題精選600 改訂版 河合出版 難

大学受験スーパーゼミ 全解説 実力判定 英文法ファイナル問題集 難関大学編 桐原書店 難

大学受験のための英文熟考 下 改訂版 旺文社 難

1日40分の英語長文10 河合出版 難

赤本メディカルシリーズ 私立医大の英語 長文読解編 教学社 難

医学部の英語 旺文社 難

英語長文出題パターン演習３ 河合出版 難

やっておきたい英語長文1000 河合出版 難

やっておきたい英語長文700 河合出版 難

大学入試 レベル別 英語長文問題ソリューション 最新テーマ編2 ハイレベル かんき出版 難

大学入試 レベル別 英語長文問題ソリューション 最新テーマ編3 トップレベル かんき出版 難

実践編 英作文のトレーニング 改訂版 Z会 難

自由英作文編 英作文のトレーニング 改訂版 Z会 難

※「学校採用専用」「購入不可」についての入手は、中古等になります。
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問題集・参考書一覧（数学）
テキスト名 出版社名 難易度 備考

Z会数学基礎問題集 チェック＆リピート Z会 易

新課程 教科書傍用 4STEP 数研出版 標準 学校採用専用

新課程 チャート式 解法と演習 数学Ⅰ+A／Ⅱ+B／Ⅲ+C（黄チャート） 数研出版 標準

新課程 チャート式 基礎からの数学Ⅰ+A／Ⅱ+B／Ⅲ+C（青チャート） 数研出版 標準

大学への数学 1対1対応の演習 新訂版 数学Ⅰ／A／Ⅱ／B／Ⅲ／C 東京出版 標準

チョイス新標準問題集 数学Ⅰ・A／Ⅱ／B／Ⅲ・C 河合出版 標準

医学部攻略の数学Ⅰ・A・Ⅱ・B 改訂版 河合出版 難

医学部攻略の数学Ⅲ 改訂版 河合出版 難

新課程 2024 スタンダード数学演習 数研出版 難 学校採用専用

入試精選問題集 理系数学の良問プラチカ 河合出版 難

やさしい理系数学 三訂版 河合出版 難

理系数学 入試の核心 難関大編 改訂版 河合出版 難

※「学校採用専用」「購入不可」についての入手は、中古等になります。
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問題集・参考書一覧（化学）
テキスト名 出版社名 難易度 備考

高校これでわかる化学基礎 文英堂 易

高校これでわかる化学基礎 文英堂 易

ベストフィット 化学 実教出版 易

ベストフィット 化学基礎 実教出版 易

マーク式基礎問題集 化学 有機 河合出版 易

マーク式基礎問題集 化学 理論・無機 河合出版 易

マーク式基礎問題集 化学基礎 三訂版 河合出版 易

エクセル化学総合版 化学基礎+化学 実教出版 標準

新課程 視覚でとらえるフォトサイエンス 化学図録 数研出版 標準

大学受験Doシリーズ 鎌田の有機化学の講義 旺文社 標準

大学受験Doシリーズ 鎌田の理論化学の講義 改訂版 旺文社 標準

大学受験Doシリーズ 福間の無機化学の講義 四訂版 旺文社 標準 購入不可

2024 実戦 化学重要問題集 化学基礎・化学 数研出版 難

化学の新体系 啓林館 難

理系大学受験 化学の新演習 改訂版 三省堂 難

理系大学受験 化学の新研究 第3版 三省堂 難

※「学校採用専用」「購入不可」についての入手は、中古等になります。
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問題集・参考書一覧（物理）
テキスト名 出版社名 難易度 備考

体系物理 第7版 教学社 標準

物理 基礎問題精講 物理基礎・物理 五訂版 旺文社 標準

良問の風 物理 頻出・標準入試問題集 三訂版 河合出版 標準

2024 実戦 物理重要問題集 物理基礎・物理 数研出版 難

新・物理入門 増補改訂版 駿台文庫 難

物理 難問題の系統とその解き方 新装第3版 ニュートンプレス 難

物理 標準問題精講 物理基礎・物理 六訂版 旺文社 難

名問の森 物理 三訂版 河合出版 難

理論物理への道標 上／下 三訂版 河合出版 難

※「学校採用専用」「購入不可」についての入手は、中古等になります。
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問題集・参考書一覧（生物）
テキスト名 出版社名 難易度 備考

エクセル生物総合版 生物基礎+生物 実教出版 標準

新課程 リードα 生物基礎+生物 数研出版 標準 学校採用専用

新課程版 セミナー生物基礎+生物 第一学習者 標準 学校採用専用

生物の良問問題集 生物基礎・生物 新装版 旺文社 標準

大学受験Doシリーズ 大森徹の生物 計算・グラフ問題の解法 三訂版 旺文社 標準

大学入試 ゼロからはじめる生物計算問題の解き方 KADOKAWA 標準

理系標準問題集 生物 四訂版 駿台文庫 標準

医学部の生物 生物基礎・生物 旺文社 難

思考力・判断力・表現力を養う 実戦生物 実験・考察問題集 数研出版 難

生物 記述・論述問題の完全対策 改訂版 駿台文庫 難

生物 思考力問題精講 生物基礎・生物 旺文社 難

生物 実験考察問題入門 駿台文庫 難 購入不可

生物 新・考える問題100選 駿台文庫 難 購入不可

生物 標準問題精講 生物基礎・生物 六訂版 旺文社 難

大学入試 世界一わかりやすい 生物実験・考察問題の特別講座 KADOKAWA 難

※「学校採用専用」「購入不可」についての入手は、中古等になります。
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有効な過去問演習

過去問演習

Output

問題集・参考書

Input

過去問演習

Output

問題集・参考書

Input

過去問演習

Output

• 傾向把握

•時間配分

•解答順序

過去問演習

• 知識の確認

• 解法の確認

•周辺知識のチェック

問題集・参考書
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過去問演習を通して全範囲の知識・技能を総復習！

・「過去」問は自分が受験する入試では出題されない

・過去問演習を通して、受験校の問題傾向・難易度を把握

・時間配分、解答順序、捨て問の見極めなどの実践力を養成

・解いた以上の時間をかけて解答解説を確認

・使い慣れた問題集に戻って知識・技能のメンテナンス

・周辺知識や別解も積極的に習得

有効な過去問演習
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医学部合格者からのメッセージ

医学部に合格するために大切なこと

① 理想の将来を考えること

② 基礎を徹底的に固めること

③ 絶対にあきらめないこと

④ 自分に合った学習環境の選択



医系専門予備校メディカルラボからのメッセージ

メディカルラボの「個別指導」は、
生徒一人ひとりをあらゆる角度から捉えたプロ講師陣が、
専門スキルを持った合格マネージャーを中心に
ワンチームで、オーダーメイドの合格プランを構築します。
だから、合格までのあらゆる課題をまるごとサポートできる。
生徒の強み、弱みと向き合いながら、応えていける。
必要なカリキュラムを確実にやり遂げられる。
メディカルラボの個別指導は「一人」に対する「チーム」の総力で、
医学部合格を実現します。

終わりに

©Medical Lab
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医系専門予備校メディカルラボからのご案内
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私立医学部３１大学
入試分析会

（一般選抜）

（本資料について）
本資料の著作権は、出典が明記されているものを除き、原則として医系専門予備校メディカルラボに帰属します。
本資料の一部または全部を無断で複写、複製、引用、転載等を行うことを禁止します。
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